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「にんじん料理を楽しもう！！」「にんじん料理を楽しもう！！」「にんじん料理を楽しもう！！」

◆国民健康保険税12期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（2月28日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,099
± 0

12,583
－ 7

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

陽

　町では月２回携帯電話へのメール配信サービスを行っています。「届

かないな」という方は、携帯電話の設定をご確認ください。よくある原

因は、携帯電話の迷惑メールの設定をしている場合です。これによりメ

ールが受信できない場合があります。携帯電話の迷惑メール設定を解除

するか、ドメイン指定受信を設定してください。

　町からの行政情報を受け取る場合は「b.bme.jp」に、学校からの情報

を受け取る場合は「tagami.ed.jp」に設定してください。
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　今月は、「にんじん酢ジュース」と「簡単にんじんポタージュ」を紹介します。

「にんじん酢ジュース」はすりおろしのにんじんとりんごがそのまま飲め、お酢

もとれる飲み物で、寒い時は温めて飲むとホットな気分に！にんじんポタージュ

は、子ども達にもぜひ味わって欲しい、にんじん本来のやさしい甘味が特徴です。

３月号でにんじん料理は終了です。今まで紹介した料理だけでなく、様々なにん

じん料理にチャレンジしてみてください。

子どもの頃から早寝・早起きをし、
朝ごはんをしっかり食べましょう！

役場保健福祉課         57-6112

にんじん酢ジュース
簡単にんじんポタージュ

毎月19日は
「食育の日」

田上レンジャー
（田上町食育推進
キャラクター）

いつも身近にあ
るにんじんは健
康づくりを応援
しています。
　　うめこより

★にんじん酢ジュース

にんじん酢ジュース

にんじん…小1本（100ｇ）　　りんご…１/４個（70ｇ）

酢（穀物酢やりんご酢）…100㏄　　

氷砂糖又はグラニュー糖…100ｇ

作り方 ①容器に酢と氷砂糖を入れ、にんじんとりんごをすりおろ

　　し、混ぜる。

②フタ付きのビンやホウロウの容器に入れて1日置く。

　　（氷砂糖がとければ飲めます）

③飲む時は、よく混ぜた②をスプーン大さじ1杯にお湯

　　や水、炭酸水などで薄めて飲む。

　　※酢や氷砂糖の分量はお好みで加減して下さい。

【担当のコーナー】 3月は卒業の月です。中学校の卒業生たちは、仲間との別れに寂しさを感じているようでした。
4月は新しい出会いの季節です。中学校の思い出を大切に、次のステージでもがんばってください。
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材料
作りやすい分量

★簡単にんじんポタージュ

簡単にんじんポタージュ
にんじん…中2本（300ｇ）　　ご飯…１/２カップ（100ｇ）

牛乳…2カップ　　コンソメスープの素…小さじ1

塩・こしょう…少々

作り方 ①にんじんは薄切りにして、ご飯とともに鍋に入れ、かぶ

　　る位の水を加え、軟らかくなるまで煮る。

②①を煮汁ごとミキサーに入れて、なめらかにする。

③鍋に戻して牛乳を加えて混ぜながら煮る。コンソメ、

　　塩、こしょうを入れて味を整える。

材料
（4人分）

携帯電話へのメール配信サービス「最近町からの携帯電話へのメール配信が届かないぞ・・・」
思い当たる方は確認してみてください

毎月1日・16日は行政情報、 緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時

配信。また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに

空メールを送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。



問い合わせ：役場総務課庶務防災係 57-6222　　町教育委員会 57-6114

『春風に のせよう マナーと 思いやり』『春風に のせよう マナーと 思いやり』
　春の全国交通安全運動が始まります。運動の重点項目は、

①子どもと高齢者の交通事故防止②自転車の安全利用の推

進③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し

い着用の徹底④飲酒運転の根絶⑤横断歩行者の保護であり

ます。

　特に県内のチャイルドシートの使用率は49.8%で全国平均

60.2%を下回り、全国42位です。抱っこやそのままの着座で

は、急ブレーキや衝突の際、重大事故になる危険があるた

めチャイルドシートを正しく使用しましょう。

注意！

　付近住民の皆様には、ヘリコプターの発着時、

羽生田小学校グラウンドの周辺は砂埃、爆音等

でご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いし

ます。また、当日は、ヘリコプター発着のため、

グラウンド内は立入禁止となりますので、ご了

承下さい。

　県知事、県警本部長、県教育長が春の全国交通安全運動の実施に合わせて、子どもたち

の交通安全を願い、４月11日（金）に羽生田小学校をヘリコプターで訪問します。一般の方

も見学することができますので、この機会にぜひお越し下さい。

　なお、荒天の場合、ヘリコプターは来校しません。県関係者は、車での来校となります

ので、あらかじめご理解をお願いします。

交通安全ヘリコプターが

　　羽生田小学校にやってくる!!

交通安全ヘリコプターが

　　羽生田小学校にやってくる!!

そして今年は、春の全国交通安全運動中に、

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動 ４月６日(日)～１５日(火)４月６日(日)～１５日(火)４月６日(日)～１５日(火)

4月11日（金） 午前9時15分～10時20分

みんな
見に来てね!!

ブロロロロー

役場地域整備課施設整備係
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問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112 問い合わせ：役場町民課保険係　57-6115

～知って得する健やか情報～～知って得する健やか情報～～知って得する健やか情報～
　皆さんは、日頃から、健康に気をつけていることはありますか？

　町では町民の方々の健康づくりのため、特定健診やがん検診などさまざまな保健事業を実施して

います。しかしながら、受診率は上がらないのが現状です。

　ご自身やご家族の健康管理に努めることは、活力ある生活だけでなく年々増加する医療費の抑制

にもつながりますので定期的に検診しましょう。

　それでは、町の医療費はどうなっているでしょうか。

　医療費の１位である新生物は、主にがんですが、発見が早ければ、治癒確率が高くなり、

また、早期治療により体の負担を抑えることが可能になります。ぜひ、１年に一度はがん検

診を受けましょう。

　医療費の４位である内分泌、栄養及び代謝疾患は、主に糖尿病ですが、近年町民一人当た

りの医療費が増加傾向にあります。現在、糖尿病は予備軍も含めると国民の成人５人に１人

がかかっているといわれています。糖尿病も予防が重要です。年に一度特定健診を受けてい

ただき、健診の結果、血糖の数値が高めの方には糖尿病教室も開催していますので、ぜひご

活用ください。

健診は病気の早期発見・早期治療のため

　図１からは、平成24年度の一人当たり医療費が254,481円となり、県平均の268,435円と比

較すると約１万４千円低い状況にあることがわかります。しかしながら　平成20年度からの

推移をみると増加傾向にあり、平成25年度の一人当たり医療費は約265,000円となる見込みで

す。（平成26年１月末で推計）

「年々増えている医療費」

　図２からは、医療費の疾病割合は、新生物（がん）、消化器系の疾患、循環器系の疾患が

上位３つを占めています。

「疾病の割合」

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000 腎尿路生殖器系
の疾患

5%

筋骨格系及び
結合組織の疾患

7%

精神及び行動
の障害
12% 内分泌、栄養

及び代謝疾患
12%

循環器系
の疾患
13%

消化器系
の疾患
15%

新生物
17%

その他
19%

280,000

図1．田上町国保の一人当たり医療費の推移 図2．年間医療費の疾病割合（平成24年度）

H20 H21 H22 H23 H24

田上町

県平均
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　図２からは、医療費の疾病割合は、新生物（がん）、消化器系の疾患、循環器系の疾患が

上位３つを占めています。

「疾病の割合」

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000 腎尿路生殖器系
の疾患

5%

筋骨格系及び
結合組織の疾患

7%

精神及び行動
の障害
12% 内分泌、栄養

及び代謝疾患
12%

循環器系
の疾患
13%

消化器系
の疾患
15%

新生物
17%

その他
19%

280,000

図1．田上町国保の一人当たり医療費の推移 図2．年間医療費の疾病割合（平成24年度）
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主食

副菜

副菜

主菜

問い合わせ：役場保健福祉課福祉係　57-6112 問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

　子どもたちの体は、成長途中の段階にあります。１日３食の食事からしっかり栄養をとる必要

があり、充実した朝ごはんが欠かせません。しかし、朝食を「主食＋主菜＋副菜」の望ましい形

で食べているのは、約３～４割です（図１）。多くの子どもが、ごはんやパンの「主食」だけや、

「主食＋主菜」「主食＋副菜」の組み合わせが多いようです。あともう１品、不足のおかずを食

べれば栄養価のバランスもアップします。忙しい朝ですが、前日夕食に作ったおかずや具だくさ

ん汁、冷蔵庫にある食材をアレンジして、バランスよく食べる工夫をしてみましょう。

食育に関するアンケート調査結果①
　町では、子どもの頃から基本的な食習慣を身につけ、健康で豊かな人間性を育むことを目的に「田上

町食育推進計画」を進めています。計画の進捗状況を把握するために実施したアンケート結果を抜粋し

て３回に分けて報告します。

　今月号は、川船河の「老人福祉センター」と山田の老人憩いの家「心起園」について

ご紹介します。

　老人福祉センター及び心起園は、高齢者の健康増進・教養の向上やレクリエーション

活動のための施設です。各施設とも「生きがいあふれる憩いの場」として、気軽に利用

できる施設づくりにつとめています。

食育アンケート実施概要

●対　象：①幼児（３～５歳児）　②小学生（１～６年生）③中学生（１～３年生）

●内　容：食育に関するアンケート調査　　●調査期間：平成２５年７月

●方　法：竹の友幼児園・田上いずみルーテル幼稚園・小・中学校を通して配布・回収

●回答者：①幼児の保護者　202名　②小学生の保護者　529名　③中学生　308名

1. 朝食を毎日食べますか。

　　　目標100％　「朝食を毎日食べる子どもの割合」 （田上町町食育推進計画）

2. 朝食に普段必ず食べるものの組み合わせ

　　　目標　60％ 「主食・主菜・副菜がそろった朝食を食べる子どもの割合」 （田上町食育推進計画）

毎日食べる

９８％

９５％

８６％

幼　児

小学生

中学生

１週間に2～3日食べない

１％

３％

９％

１週間に4～5日食べない

０％

０％

２％

無回答

１％

１％

０％

食べない

０％

１％

３％

朝食を「毎日食べる」と答えた幼児は98％、小学生は95％とほとんどの子どもが食べています。しか

し、中学生になると86％と１割以上が毎日は食べていない状況です。生涯を通した健康の基礎づくり

のために、子どもの生活リズムを早寝・早起きの形に整え、おいしく朝食を食べる習慣をつけること

が大切です。そのためには、家族の協力が欠かせません。

主食：熱や力のもとになる

　　ごはん、パン、めん、もち等

主菜：体をつくるもとになる

　　肉、魚、卵、大豆製品などのおかず

副菜：体の調子を整え、病気を防ぐ

　　野菜、海そう、きのこ、芋などのおかず

朝食も「主食」「主菜」「副菜」のそろった

食事をしよう！

朝食のバランスを考えましょう

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

その他

幼　児

小学生

中学生

主食＋主菜　
＋副菜

50％0％図1 10％ 20％ 30％ 40％

30％

23％
24％

22％

17％
13％
13％

26％
25％

24％

4％
1％
2％

37％
39％

⑯
しん き えん

老人福祉センターはこんなところ

１　交流の場の提供 

　・大広間で親しい友人たちとの会話や舞台でのカラ

　　オケ（火、木、土曜日）、踊りを楽しめます。 

　・浴室があり、楽しいひとときを過ごせます。

２　生涯学習 

　・囲碁、将棋等趣味をいかし、無理なく自分にあっ

　　た活動をしながら、仲間との交流が楽しめます。

利用時間

午前９時から午後５時まで。ただし、お風呂の利用は

午前10時から午後４時まで。（夏季６月～８月は、お

風呂の利用は午後５時まで利用できます）

利用料金

町内に居住する年齢60歳以上の方・・・・年間1,000円又は1回100円

上記以外の方(15歳以下の方を除く。)・・・1回　200円（町外者は、１回400円）

老人福祉センター・心起園両施設共通の「平成２６年度年間利用券」を発行します

・発　行　　３月20日（木）から

・場　所　　老人福祉センター・心起園・役場保健福祉課

・対　象　　町内在住で60才以上の方

・料　金　　1,000円（Ｈ26.4.1以降の購入した日～Ｈ27.3.31まで利用できます。）

・購入する方は住所、生年月日がわかるもの（免許証、保険証等）をお持ちください。

休 館 日

毎週月曜日、年末年始（12月29日～１月３日まで）

心起園はこんなところ

１　温泉が自慢の施設です。

　≪温泉効能≫

　　泉　質：ナトリウム―塩化物泉 

　　適応症：神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、

　　　　　　うちみ、くじき、冷え症など

２　館内には、大小の部屋があり、交流、くつろ

　　ぐことが出来ます。
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主食

副菜

副菜

主菜

問い合わせ：役場保健福祉課福祉係　57-6112 問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

　子どもたちの体は、成長途中の段階にあります。１日３食の食事からしっかり栄養をとる必要

があり、充実した朝ごはんが欠かせません。しかし、朝食を「主食＋主菜＋副菜」の望ましい形

で食べているのは、約３～４割です（図１）。多くの子どもが、ごはんやパンの「主食」だけや、

「主食＋主菜」「主食＋副菜」の組み合わせが多いようです。あともう１品、不足のおかずを食

べれば栄養価のバランスもアップします。忙しい朝ですが、前日夕食に作ったおかずや具だくさ

ん汁、冷蔵庫にある食材をアレンジして、バランスよく食べる工夫をしてみましょう。

食育に関するアンケート調査結果①
　町では、子どもの頃から基本的な食習慣を身につけ、健康で豊かな人間性を育むことを目的に「田上

町食育推進計画」を進めています。計画の進捗状況を把握するために実施したアンケート結果を抜粋し

て３回に分けて報告します。

　今月号は、川船河の「老人福祉センター」と山田の老人憩いの家「心起園」について

ご紹介します。

　老人福祉センター及び心起園は、高齢者の健康増進・教養の向上やレクリエーション

活動のための施設です。各施設とも「生きがいあふれる憩いの場」として、気軽に利用

できる施設づくりにつとめています。

食育アンケート実施概要

●対　象：①幼児（３～５歳児）　②小学生（１～６年生）③中学生（１～３年生）

●内　容：食育に関するアンケート調査　　●調査期間：平成２５年７月

●方　法：竹の友幼児園・田上いずみルーテル幼稚園・小・中学校を通して配布・回収

●回答者：①幼児の保護者　202名　②小学生の保護者　529名　③中学生　308名

1. 朝食を毎日食べますか。

　　　目標100％　「朝食を毎日食べる子どもの割合」 （田上町町食育推進計画）

2. 朝食に普段必ず食べるものの組み合わせ

　　　目標　60％ 「主食・主菜・副菜がそろった朝食を食べる子どもの割合」 （田上町食育推進計画）

毎日食べる

９８％

９５％

８６％

幼　児

小学生

中学生

１週間に2～3日食べない

１％

３％

９％

１週間に4～5日食べない

０％

０％

２％

無回答

１％

１％

０％

食べない

０％

１％

３％

朝食を「毎日食べる」と答えた幼児は98％、小学生は95％とほとんどの子どもが食べています。しか

し、中学生になると86％と１割以上が毎日は食べていない状況です。生涯を通した健康の基礎づくり

のために、子どもの生活リズムを早寝・早起きの形に整え、おいしく朝食を食べる習慣をつけること

が大切です。そのためには、家族の協力が欠かせません。

主食：熱や力のもとになる

　　ごはん、パン、めん、もち等

主菜：体をつくるもとになる

　　肉、魚、卵、大豆製品などのおかず

副菜：体の調子を整え、病気を防ぐ

　　野菜、海そう、きのこ、芋などのおかず

朝食も「主食」「主菜」「副菜」のそろった

食事をしよう！

朝食のバランスを考えましょう

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

その他

幼　児

小学生

中学生

主食＋主菜　
＋副菜

50％0％図1 10％ 20％ 30％ 40％

30％

23％
24％

22％

17％
13％
13％

26％
25％

24％

4％
1％
2％

37％
39％

⑯
しん き えん

老人福祉センターはこんなところ

１　交流の場の提供 

　・大広間で親しい友人たちとの会話や舞台でのカラ

　　オケ（火、木、土曜日）、踊りを楽しめます。 

　・浴室があり、楽しいひとときを過ごせます。

２　生涯学習 

　・囲碁、将棋等趣味をいかし、無理なく自分にあっ

　　た活動をしながら、仲間との交流が楽しめます。

利用時間

午前９時から午後５時まで。ただし、お風呂の利用は

午前10時から午後４時まで。（夏季６月～８月は、お

風呂の利用は午後５時まで利用できます）

利用料金

町内に居住する年齢60歳以上の方・・・・年間1,000円又は1回100円

上記以外の方(15歳以下の方を除く。)・・・1回　200円（町外者は、１回400円）

老人福祉センター・心起園両施設共通の「平成２６年度年間利用券」を発行します

・発　行　　３月20日（木）から

・場　所　　老人福祉センター・心起園・役場保健福祉課

・対　象　　町内在住で60才以上の方

・料　金　　1,000円（Ｈ26.4.1以降の購入した日～Ｈ27.3.31まで利用できます。）

・購入する方は住所、生年月日がわかるもの（免許証、保険証等）をお持ちください。

休 館 日

毎週月曜日、年末年始（12月29日～１月３日まで）

心起園はこんなところ

１　温泉が自慢の施設です。

　≪温泉効能≫

　　泉　質：ナトリウム―塩化物泉 

　　適応症：神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、

　　　　　　うちみ、くじき、冷え症など

２　館内には、大小の部屋があり、交流、くつろ

　　ぐことが出来ます。
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人事行政の運営等の状況について人事行政の運営等の状況について人事行政の運営等の状況について
　職員の任免や給与、勤務条件等の状況を広くお知らせし、人事行政の透明性を高め、その公正

性を確保するため、「田上町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政

の運営等の状況についてお知らせします。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成２5年４月１日現在)

（1）勤務時間

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成24年度）

（2）休　暇

1週間の
正規の

勤務時間

１日の正規の勤務時間

休　　　　　日

始業時刻 終業時刻

主　な　特　別　休　暇

年ごとに20日間付与され、20日を超えない
範囲内で残日数を翌年に繰り越し可能

・日曜日及び土曜日　　　・国民の祝日
・年末年始（12月29日～１月３日）

年次有給休暇

結 婚 休 暇

産前産後休暇

忌 引 休 暇

夏 季 休 暇

職務専念義務免除

営利企業等従事許可

連続５日以内      

産前６週、産後８週      

続柄により１～10日間      

５日以内

0  件

1  件

階層別研修受講者

専門研修受講者

23  人

7  人

1. 職員の任免に関する状況 2. 職員の競争試験及び選考の状況

職員の採用・退職の状況

平成２4年４月１日～平成２5年３月３１日

6. 職員の研修と勤務成績評定の状況（平成24年度）

（1）職員研修の状況

・新潟県市町村総合事務組合、

新潟県自治研修所実施の研修

（2）勤務成績の評定の状況

人事評価制度を構築し、勤務成績の評定を行って

　　　 います。

休職（心身の故障） 1  人

（1）分限処分の状況 （2）懲戒処分の状況

処分はありませんでした。

5. 職員の服務の状況（平成24年度）

平成２4年度実施（平成２5年４月１日採用）

競争試験

8人

6人

採　　用

退　　職

15人

38時間
45分

７時間
45分

午前
8時30分

午後
5時15分

4人

22人 3人

職　　　種

一般行政職

保　育　士

受験者数 合格者数

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況（平成24年度）

（1）健康診断等の受診状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員の初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在）

Ⅰ 総括

（1）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成２5年４月１日現在）

Ⅱ 職員の平均給料月額、初任給等の状況

8. 公平委員会の業務の状況（平成24年度）

9. 職員の給与の状況

勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申立ては、ありませんでした。

（2）公務災害と通勤災害の発生状況 

82名

33名

12,703 4,381,021 125,911 895,278 20.4 20.1

定期健康診断

人間ドック

住民基本台帳人口
（平成24年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率
Ｂ/Ａ

（参考）
平成23年度の人件費率

区分

平成24年度

0  件

0  件

公務災害

通勤災害

人 千円

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

千円 千円 ％ ％

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

108 370,973 37,420 127,324 535,717 4,960

給　　料
職員数Ａ

職員手当

給　　　　　与　　　　　費

期末・勤勉手当 計　　Ｂ

一人当たり
給与費Ｂ/Ａ

区分

平成24年度

（3）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

①一般行政職

95.2

93.9

平成19年 

101.9（94.2）

103.3（95.5）

平成24年

田　 上 　町

全国町村平均

39.8歳

42.8歳

43.1歳

大学卒

高校卒

高校卒

平均年齢

292,828円

334,160円

307,220円

平均給料月額

255,385円

220,300円

－　円

経験年数10年～14年

172,200円

140,100円

137,200円

初　任　給

305,603円

－　円

255,979円

経験年数15年～19年

314,471円

290,795円

経験年数20年～24年

区　分

田　上　町

新　潟　県

国

区　　分

一般行政職

技能労務職

②技能労務職

48.7歳

50.2歳

49.9歳

平均年齢

294,221円

356,128円

272,119円

平均給料月額区　分

田　上　町

新　潟　県

国

人 千円

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　
　　　２．職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。（国民健康保険事業、介護保険事業及び公営企業等に従事する職員を除く）

※「平均給料月額」とは、平成25年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。

※該当する職員がいない場合は、「－」としています。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
　　　地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　　（　）内は、国家公務員の時限的な （２年間）給与改定特例法による
　　　措置が無いとした場合の値です。

千円 千円 千円 千円

340,382円
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人事行政の運営等の状況について人事行政の運営等の状況について人事行政の運営等の状況について
　職員の任免や給与、勤務条件等の状況を広くお知らせし、人事行政の透明性を高め、その公正

性を確保するため、「田上町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政

の運営等の状況についてお知らせします。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成２5年４月１日現在)

（1）勤務時間

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成24年度）

（2）休　暇

1週間の
正規の

勤務時間

１日の正規の勤務時間

休　　　　　日

始業時刻 終業時刻

主　な　特　別　休　暇

年ごとに20日間付与され、20日を超えない
範囲内で残日数を翌年に繰り越し可能

・日曜日及び土曜日　　　・国民の祝日
・年末年始（12月29日～１月３日）

年次有給休暇

結 婚 休 暇

産前産後休暇

忌 引 休 暇

夏 季 休 暇

職務専念義務免除

営利企業等従事許可

連続５日以内      

産前６週、産後８週      

続柄により１～10日間      

５日以内

0  件

1  件

階層別研修受講者

専門研修受講者

23  人

7  人

1. 職員の任免に関する状況 2. 職員の競争試験及び選考の状況

職員の採用・退職の状況

平成２4年４月１日～平成２5年３月３１日

6. 職員の研修と勤務成績評定の状況（平成24年度）

（1）職員研修の状況

・新潟県市町村総合事務組合、

新潟県自治研修所実施の研修

（2）勤務成績の評定の状況

人事評価制度を構築し、勤務成績の評定を行って

　　　 います。

休職（心身の故障） 1  人

（1）分限処分の状況 （2）懲戒処分の状況

処分はありませんでした。

5. 職員の服務の状況（平成24年度）

平成２4年度実施（平成２5年４月１日採用）

競争試験

8人

6人

採　　用

退　　職

15人

38時間
45分

７時間
45分

午前
8時30分

午後
5時15分

4人

22人 3人

職　　　種

一般行政職

保　育　士

受験者数 合格者数

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況（平成24年度）

（1）健康診断等の受診状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員の初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在）

Ⅰ 総括

（1）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成２5年４月１日現在）

Ⅱ 職員の平均給料月額、初任給等の状況

8. 公平委員会の業務の状況（平成24年度）

9. 職員の給与の状況

勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申立ては、ありませんでした。

（2）公務災害と通勤災害の発生状況 

82名

33名

12,703 4,381,021 125,911 895,278 20.4 20.1

定期健康診断

人間ドック

住民基本台帳人口
（平成24年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率
Ｂ/Ａ

（参考）
平成23年度の人件費率

区分

平成24年度

0  件

0  件

公務災害

通勤災害

人 千円

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

千円 千円 ％ ％

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

108 370,973 37,420 127,324 535,717 4,960

給　　料
職員数Ａ

職員手当

給　　　　　与　　　　　費

期末・勤勉手当 計　　Ｂ

一人当たり
給与費Ｂ/Ａ

区分

平成24年度

（3）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

①一般行政職

95.2

93.9

平成19年 

101.9（94.2）

103.3（95.5）

平成24年

田　 上 　町

全国町村平均

39.8歳

42.8歳

43.1歳

大学卒

高校卒

高校卒

平均年齢

292,828円

334,160円

307,220円

平均給料月額

255,385円

220,300円

－　円

経験年数10年～14年

172,200円

140,100円

137,200円

初　任　給

305,603円

－　円

255,979円

経験年数15年～19年

314,471円

290,795円

経験年数20年～24年

区　分

田　上　町

新　潟　県

国

区　　分

一般行政職

技能労務職

②技能労務職

48.7歳

50.2歳

49.9歳

平均年齢

294,221円

356,128円

272,119円

平均給料月額区　分

田　上　町

新　潟　県

国

人 千円

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　
　　　２．職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。（国民健康保険事業、介護保険事業及び公営企業等に従事する職員を除く）

※「平均給料月額」とは、平成25年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。

※該当する職員がいない場合は、「－」としています。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
　　　地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　　（　）内は、国家公務員の時限的な （２年間）給与改定特例法による
　　　措置が無いとした場合の値です。

千円 千円 千円 千円

340,382円
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【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）
　　　　勤務評定を実施し、反映しています。

（1）期末・勤勉手当

Ⅲ 職員の手当の状況

Ⅳ 特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

期末手当
2.60月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他加算措置

63千円

支給実績
職員一人当たり
平均支給年額

職員全体に占める
手当支給職員の割合

手当の種類

平成24年度 5,758円 9.4% 7種類

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

平成24年度
支給割合

加算措置の
状況

期末手当
2.60月分

期末手当
2.60月分

勤勉手当
1.35月分

勤勉手当
1.35月分

勤勉手当
1.35月分

役職加算　    5～20％
管理職加算  15～25％

役職加算　   5～20％
管理職加算 10～25％

役職加算  5～15％

（2）退職手当（平成25年４月１日現在）

（3）特殊勤務手当

18,891千円

24,477千円

支給実績 職員一人当たり平均支給年額

平成24年度

平成23年度

193千円

217千円

（4）時間外勤務手当

11,501千円

3,080千円

支給実績

区       　　分 給　料　月　額　等

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

同

同

国の制度との異同

管理職手当

通勤手当

手当名

4,248千円

3,525千円

690,000円

542,000円

253,000円

199,000円

184,000円

2.90月分　役職加算15％

2.90月分　役職加算15％

支給実績

同

同

国の制度との異同

扶養手当

住居手当

手当名

（5）その他の手当（平成24年度）

新　　潟　　県田　　上　　町

田　　上　　町

国

定年前早期退職の場合は
1年につき2％加算
（20％限度）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他加算措置

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

国

定年前早期退職の場合は
1年につき2％加算
（20％限度）

町 長

副 町 長

議 　 　 　 長

副 議 長

議 　 　 　 員

町 長 ・ 副 町 長

議長・副議長・議員

町 長

副 町 長

（算定方式）　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　（支給時期）
退職時の給料額×在職月数×44/100　　　任期毎

退職時の給料額×在職月数×26/100　　　任期毎

問い合わせ：役場総務課庶務防災係  57-6222

（1）職員数

（2）年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

（3）職員数の推移

Ⅴ 職員数の状況

平成24年

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計 

2

21

8

36

10

6

2

6

91

17

108

4

2

2

8

116

【118】

2

21

8

37

10

6

2

6

92

18

110

3

2

2

7

117

【121】

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

2

△ 1

0

0

△ 1

1

業務量の増

業務量の増

業務体制の見直し

部　　門

20歳
未満

60歳
以上

計
20歳

23歳

0人 6人

区分

職員数

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会

計

部

門

普
通
会
計
部
門

平成25年
増　　減 主な増減理由

職　　員　　数

93

21

114

9

123

93

22

115

8

123

90

19

109

8

117

87

18

105

8

113

91

17

108

8

116

92

18

110

7

117

▲ 1

▲ 3

▲ 4

▲ 2

▲ 6

（▲ 1.1％）

（▲14.3％）

（▲ 3.5％）

（▲22.2％）

（▲ 4.9％）

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年
過去5年間の
増減数（率）

年度

部門別

一　般　行　政

教　　　　　育

普 通 会 計 計

公営企業等会計計

総　合　計

教 育 部 門

小　　　計

合　　　　計

注　1 職員数は一般職に属する職員です。　 2 【　】内は、条例定数の合計です。

～
24歳

27歳

9人

～
28歳

31歳

10人

～
32歳

35歳

12人

～
36歳

39歳

15人

～
40歳

43歳

23人

～
44歳

47歳

10人

～
48歳

51歳

10人

～
52歳

55歳

13人

～
56歳

59歳

9人

～

0人 117人
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【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）
　　　　勤務評定を実施し、反映しています。

（1）期末・勤勉手当

Ⅲ 職員の手当の状況

Ⅳ 特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

期末手当
2.60月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他加算措置

63千円

支給実績
職員一人当たり
平均支給年額

職員全体に占める
手当支給職員の割合

手当の種類

平成24年度 5,758円 9.4% 7種類

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

平成24年度
支給割合

加算措置の
状況

期末手当
2.60月分

期末手当
2.60月分

勤勉手当
1.35月分

勤勉手当
1.35月分

勤勉手当
1.35月分

役職加算　    5～20％
管理職加算  15～25％

役職加算　   5～20％
管理職加算 10～25％

役職加算  5～15％

（2）退職手当（平成25年４月１日現在）

（3）特殊勤務手当

18,891千円

24,477千円

支給実績 職員一人当たり平均支給年額

平成24年度

平成23年度

193千円

217千円

（4）時間外勤務手当

11,501千円

3,080千円

支給実績

区       　　分 給　料　月　額　等

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

同

同

国の制度との異同

管理職手当

通勤手当

手当名

4,248千円

3,525千円

690,000円

542,000円

253,000円

199,000円

184,000円

2.90月分　役職加算15％

2.90月分　役職加算15％

支給実績

同

同

国の制度との異同

扶養手当

住居手当

手当名

（5）その他の手当（平成24年度）

新　　潟　　県田　　上　　町

田　　上　　町

国

定年前早期退職の場合は
1年につき2％加算
（20％限度）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他加算措置

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

国

定年前早期退職の場合は
1年につき2％加算
（20％限度）

町 長

副 町 長

議 　 　 　 長

副 議 長

議 　 　 　 員

町 長 ・ 副 町 長

議長・副議長・議員

町 長

副 町 長

（算定方式）　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　（支給時期）
退職時の給料額×在職月数×44/100　　　任期毎

退職時の給料額×在職月数×26/100　　　任期毎

問い合わせ：役場総務課庶務防災係  57-6222

（1）職員数

（2）年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

（3）職員数の推移

Ⅴ 職員数の状況

平成24年

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計 

2

21

8

36

10

6

2

6

91

17

108

4

2

2

8

116

【118】

2

21

8

37

10

6

2

6

92

18

110

3

2

2

7

117

【121】

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

2

△ 1

0

0

△ 1

1

業務量の増

業務量の増

業務体制の見直し

部　　門

20歳
未満

60歳
以上

計
20歳

23歳

0人 6人

区分

職員数

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会

計

部

門

普
通
会
計
部
門

平成25年
増　　減 主な増減理由

職　　員　　数

93

21

114

9

123

93

22

115

8

123

90

19

109

8

117

87

18

105

8

113

91

17

108

8

116

92

18

110

7

117

▲ 1

▲ 3

▲ 4

▲ 2

▲ 6

（▲ 1.1％）

（▲14.3％）

（▲ 3.5％）

（▲22.2％）

（▲ 4.9％）

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年
過去5年間の
増減数（率）

年度

部門別

一　般　行　政

教　　　　　育

普 通 会 計 計

公営企業等会計計

総　合　計

教 育 部 門

小　　　計

合　　　　計

注　1 職員数は一般職に属する職員です。　 2 【　】内は、条例定数の合計です。

～
24歳

27歳

9人

～
28歳

31歳

10人

～
32歳

35歳

12人

～
36歳

39歳

15人

～
40歳

43歳

23人

～
44歳

47歳

10人

～
48歳

51歳

10人

～
52歳

55歳

13人

～
56歳

59歳

9人

～

0人 117人
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「就学援助制度」申請はお早めに！「就学援助制度」申請はお早めに！

◆対象者

　平成25年度に次の措置を受けた方で、経済的理由によ

　り児童・生徒の就学が困難と認められる場合や生活状

　況が極めて悪いと認められる方

　◇生活保護法に基づく保護の停止・廃止を受けた方

　◇町民税の非課税・減免または固定資産税の減免を受

　　けた方

　◇国民健康保険税の減免・徴収の猶予または国民年金

　　保険料の減免を受けた方

　◇児童扶養手当の支給等を受けた方

◆申請手続き

　児童・生徒の在籍学校（小・中学校）に申請書を提出

　してください。

　　※申請書・案内書類は学校に用意してあります。

　　※添付書類が必要な場合があります。詳しくは案内

　　　書類をご覧ください。

◆提出期限　４月11日（金）　

　　　　　　※新小学生１年生に限り４月18日（金）

◆認　　定

　申請内容について関係機関の助言等をいただき町教育委

　員会で認否を決定した後、申請者に結果を通知します。

　就学援助制度とは、経済的理由や家庭事情により就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対し

て、学用品費や給食費等の経費の一部を援助する制度です。

問い合わせ：町教育委員会　57-6114

　
３
月
よ
り
毎
週
水
曜
日
に
夜
間
延

長
窓
口
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
役
場

の
休
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付
で
、
午
後
７
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で
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書
を
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取
る
事
が
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き
ま

す
。
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ま
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加
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酒
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ど
の
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あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
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お

越
し
く
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▽
日
時
　
４
月
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
会
場
　
梅
林
公
園
（
田
上
中
学
校

　
と
な
り
）

▽
内
容
　
梅
加
工
品
や
団
子
な
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出
店
販
売
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
　☎
57
―
６
２
２
５ きれいな豆腐ができました

ヤマガラがすぐそばに！雪の中山頂を目指す参加者

ミキサーにかけた大豆をこし袋に入れ豆乳と
おからに分けます

完成した大豆製品

全国大会出場おめでとう

【交流のまちづくり事業】 護摩堂山の野鳥観察

　１月28日、公民館スローフード教室が開かれまし

た。今回は田上産の大豆を使い、「手作り豆腐」と

「打ち豆」、「おからを使ったお好み焼きやサラダ」

を作りました。

　絞りたての豆乳を使った豆腐は、濃厚でとて

もおいしいです。また、絞りかすのおからは、

様々な料理に活かせ、無駄なく食べられます。

　大豆は植物性タンパク質を豊富に含み「畑の

肉」とよばれています。栄養満点の大豆料理を

ぜひご家庭でも作ってみませんか。

　２月15日、あじさい塾が主催する「冬の護摩堂山登山、野鳥観察会」が開かれました。当日は雪が

しんしんと降る中、山頂を目指し、ゆっくりと登りました。山頂では、「ヤマガラ」が飛んでいて、

手の平に餌を載せているとついばむ様子を観察できました。子どもには警戒心がないのか、子どもか

らたくさんついばんでる様子を確認できました。みなさんもぜひ登ってみませんか？

平成25年度

第44回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会

　武　内　千　夏　さん（川船河）

「今回はじめて全国大会という夢の舞台で、試合を

経験することができました。全国のすばらしいプレ

ーヤーのプレーを見てたくさんのことを学ぶことが

できました。」

ち　　 なつ

夜
間
延
長
窓
口
再
開

４
月
６
日（
日
）

    

第
１６
回
田
上
梅
ま
つ
り
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「就学援助制度」申請はお早めに！「就学援助制度」申請はお早めに！

◆対象者

　平成25年度に次の措置を受けた方で、経済的理由によ

　り児童・生徒の就学が困難と認められる場合や生活状

　況が極めて悪いと認められる方

　◇生活保護法に基づく保護の停止・廃止を受けた方

　◇町民税の非課税・減免または固定資産税の減免を受

　　けた方

　◇国民健康保険税の減免・徴収の猶予または国民年金

　　保険料の減免を受けた方

　◇児童扶養手当の支給等を受けた方

◆申請手続き

　児童・生徒の在籍学校（小・中学校）に申請書を提出

　してください。

　　※申請書・案内書類は学校に用意してあります。

　　※添付書類が必要な場合があります。詳しくは案内

　　　書類をご覧ください。

◆提出期限　４月11日（金）　

　　　　　　※新小学生１年生に限り４月18日（金）

◆認　　定

　申請内容について関係機関の助言等をいただき町教育委

　員会で認否を決定した後、申請者に結果を通知します。

　就学援助制度とは、経済的理由や家庭事情により就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対し

て、学用品費や給食費等の経費の一部を援助する制度です。

問い合わせ：町教育委員会　57-6114
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ヤマガラがすぐそばに！雪の中山頂を目指す参加者

ミキサーにかけた大豆をこし袋に入れ豆乳と
おからに分けます

完成した大豆製品

全国大会出場おめでとう

【交流のまちづくり事業】 護摩堂山の野鳥観察

　１月28日、公民館スローフード教室が開かれまし

た。今回は田上産の大豆を使い、「手作り豆腐」と

「打ち豆」、「おからを使ったお好み焼きやサラダ」

を作りました。

　絞りたての豆乳を使った豆腐は、濃厚でとて

もおいしいです。また、絞りかすのおからは、

様々な料理に活かせ、無駄なく食べられます。

　大豆は植物性タンパク質を豊富に含み「畑の

肉」とよばれています。栄養満点の大豆料理を

ぜひご家庭でも作ってみませんか。

　２月15日、あじさい塾が主催する「冬の護摩堂山登山、野鳥観察会」が開かれました。当日は雪が

しんしんと降る中、山頂を目指し、ゆっくりと登りました。山頂では、「ヤマガラ」が飛んでいて、

手の平に餌を載せているとついばむ様子を観察できました。子どもには警戒心がないのか、子どもか

らたくさんついばんでる様子を確認できました。みなさんもぜひ登ってみませんか？

平成25年度

第44回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会

　武　内　千　夏　さん（川船河）

「今回はじめて全国大会という夢の舞台で、試合を

経験することができました。全国のすばらしいプレ

ーヤーのプレーを見てたくさんのことを学ぶことが
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《入居料金改定しました》
① 入居料金　115,000円⇒89,000円

② 介護保険の一割（介護度による）

③ その他、介護用品使用料等

①＋②＋③が毎月の利用料金となります

連絡先：田上町大字保明新田字中浦806-1
　　　　　 TEL：47-1211　　FAX：47-1311
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田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.080 

0.080 

0.082 

0.090 

0.072 

0.074 

0.078 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り10時30分～

測定日時
2月24日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

　早いもので、平成25年度が終わろうとしてい

ますが、この年度末をもって退職される方も多

いのではないでしょうか。今月は、その退職を

される方が、これから直面する税金事情につい

てお話したいと思います。

　まず、長年勤めた事業所から、その慰労を含

めて退職金を受け取る方もいらっしゃることで

しょう。その退職金に対しても、所定の計算を

して、所得税及び復興特別所得税と町・県民税

を納付することとされています。この退職金に

対する税金は、退職金を受け取る方に代わり、

事業所がその税額を計算し、退職金から国や自

治体に納めることになります。また、分離課税

といって、通常支給される給与等とは分けて課

税計算をすることになっています。なお、この

計算の中に、勤続年数に応じて控除される金額

（退職金から差し引く金額）があるため、実際、

退職金の支給を受けても、納付まで至らない方

も多いかと思います。

　次に、給与から引き去りをされている町・県

民税についてです。この時期に退職をすると、

平成25年度の町・県民税について、残りの税額

を最後の給与から一括徴収することとされてい

ます。しかし、注意していただきたいのは、平

成26年度です。町・県民税は、前年中（平成25

年１月１日から12月31日まで）の所得（収入）

を基に課税計算をするので、退職の時期にもよ

りますが、在職中と同程度の町・県民税が課税

される可能性があります。そのため、このよう

な不測の事態に備えて、納税のための資金を準

備しておく必要があります。

　同様に、国民健康保険税も、前年中の所得を

基に課税計算をします。そのため、退職をして

国民健康保険に加入する方は、税額が思ってい

たよりも高くなる場合があるので注意が必要で

す。しかし、健康保険に関しては、在職中の健

康保険を継続する方が、保険料を抑えることが

できる場合もあるので、退職後の健康保険を選

ぶ際には、よく比較検討する必要がありそうで

す。

　一方で、退職をして収入が減ると、年齢や収

入状況にもよりますが家族の扶養に入ることが

できる場合があります。税法上の扶養であれば

確定申告時に申告をすれば、税の優遇を受ける

ことができますし、家族の健康保険の被扶養者

となれば、その健康保険から給付を受けること

ができ、世帯全体で見ると保険料を抑えること

ができる場合があります。

　いずれにせよ、各個人や家庭状況により、最

良の選択肢は異なります。疑問やご不明なこと

があれば、退職前に、役場や事業所に相談して

はどうでしょうか。

※健康保険と税法上の扶養に入ることができる

　基準は異なりますのでご注意ください。

▼問い合わせ　役場町民課税務係　57―6115

消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て
国税庁からのお知らせ国税庁からのお知らせ国税庁からのお知らせ

●税率の引き上げ

　国や地方における社会保障の充実・安定化と財政健全化を図るための税制改革が行われ、平成26年４月１日から

　消費税・地方消費税の税率が引き上げられます。

●税収の使途

　税率引き上げによる増収分は、社会保障の充実及び安定化（年金・医療・介護・少子化対策）に係る経費として

　使われます。

　＜社会保障の充実＞　・待機児童問題の解消

　　　　　　　　　　　・産科、小児科・救急医療や在宅医療の充実

　　　　　　　　　　　・介護問題への対応など

　＜社会保障の安定化＞・高齢化により増加する社会保障の安定化

●消費税価格転嫁等総合相談センターが設置されました。

　転嫁・価格表示・便乗値上げ等に関する政府共通の相談窓口として、相談センターが設置されました。センター

　では、①転嫁に関するお問い合わせ、②広告・宣伝に関する問い合わせ、③消費税総額表示に関する問い合わせ、

　④便乗値上げに関する問い合わせを受け付けます。

問い合わせ：消費税価格転嫁等相談センター

　　　　　　専用ダイヤル　☎０５７０－２００－１２３（受付時間　平日午前９時～午後５時）

平成26年４月１日から、消費税率が５％から８％へ引き上げられます。これにより、し尿汲み取り手数料に転嫁さ

れる消費税分が増額になります。なお、適用時期は消費税率の引き上げと同様平成26年４月１日となります。

蔵善

問い合わせ：役場町民課住民係　☎５７－６１１５

消費税率の引き上げで、し尿くみ取り手数料が変わります
町民課からのお知らせ

3月31日まで区  分 4月1日から

消費税（国税）

地方消費税（県税）

合　　計

４.０％

１.０％

５.０％

６.３％

１.７％

８.０％
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《入居料金改定しました》
① 入居料金　115,000円⇒89,000円

② 介護保険の一割（介護度による）

③ その他、介護用品使用料等

①＋②＋③が毎月の利用料金となります

連絡先：田上町大字保明新田字中浦806-1
　　　　　 TEL：47-1211　　FAX：47-1311
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田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.080 

0.080 

0.082 

0.090 

0.072 

0.074 

0.078 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り10時30分～

測定日時
2月24日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

　早いもので、平成25年度が終わろうとしてい

ますが、この年度末をもって退職される方も多

いのではないでしょうか。今月は、その退職を

される方が、これから直面する税金事情につい

てお話したいと思います。

　まず、長年勤めた事業所から、その慰労を含

めて退職金を受け取る方もいらっしゃることで

しょう。その退職金に対しても、所定の計算を

して、所得税及び復興特別所得税と町・県民税

を納付することとされています。この退職金に

対する税金は、退職金を受け取る方に代わり、

事業所がその税額を計算し、退職金から国や自

治体に納めることになります。また、分離課税

といって、通常支給される給与等とは分けて課

税計算をすることになっています。なお、この

計算の中に、勤続年数に応じて控除される金額

（退職金から差し引く金額）があるため、実際、

退職金の支給を受けても、納付まで至らない方

も多いかと思います。

　次に、給与から引き去りをされている町・県

民税についてです。この時期に退職をすると、

平成25年度の町・県民税について、残りの税額

を最後の給与から一括徴収することとされてい

ます。しかし、注意していただきたいのは、平

成26年度です。町・県民税は、前年中（平成25

年１月１日から12月31日まで）の所得（収入）

を基に課税計算をするので、退職の時期にもよ

りますが、在職中と同程度の町・県民税が課税

される可能性があります。そのため、このよう

な不測の事態に備えて、納税のための資金を準

備しておく必要があります。

　同様に、国民健康保険税も、前年中の所得を

基に課税計算をします。そのため、退職をして

国民健康保険に加入する方は、税額が思ってい

たよりも高くなる場合があるので注意が必要で

す。しかし、健康保険に関しては、在職中の健

康保険を継続する方が、保険料を抑えることが

できる場合もあるので、退職後の健康保険を選

ぶ際には、よく比較検討する必要がありそうで

す。

　一方で、退職をして収入が減ると、年齢や収

入状況にもよりますが家族の扶養に入ることが

できる場合があります。税法上の扶養であれば

確定申告時に申告をすれば、税の優遇を受ける

ことができますし、家族の健康保険の被扶養者

となれば、その健康保険から給付を受けること

ができ、世帯全体で見ると保険料を抑えること

ができる場合があります。

　いずれにせよ、各個人や家庭状況により、最

良の選択肢は異なります。疑問やご不明なこと

があれば、退職前に、役場や事業所に相談して

はどうでしょうか。

※健康保険と税法上の扶養に入ることができる

　基準は異なりますのでご注意ください。

▼問い合わせ　役場町民課税務係　57―6115

消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て消 費 税 率 の 引 き 上 げ に つ い て
国税庁からのお知らせ国税庁からのお知らせ国税庁からのお知らせ

●税率の引き上げ

　国や地方における社会保障の充実・安定化と財政健全化を図るための税制改革が行われ、平成26年４月１日から

　消費税・地方消費税の税率が引き上げられます。

●税収の使途

　税率引き上げによる増収分は、社会保障の充実及び安定化（年金・医療・介護・少子化対策）に係る経費として

　使われます。

　＜社会保障の充実＞　・待機児童問題の解消

　　　　　　　　　　　・産科、小児科・救急医療や在宅医療の充実

　　　　　　　　　　　・介護問題への対応など

　＜社会保障の安定化＞・高齢化により増加する社会保障の安定化

●消費税価格転嫁等総合相談センターが設置されました。

　転嫁・価格表示・便乗値上げ等に関する政府共通の相談窓口として、相談センターが設置されました。センター

　では、①転嫁に関するお問い合わせ、②広告・宣伝に関する問い合わせ、③消費税総額表示に関する問い合わせ、

　④便乗値上げに関する問い合わせを受け付けます。

問い合わせ：消費税価格転嫁等相談センター

　　　　　　専用ダイヤル　☎０５７０－２００－１２３（受付時間　平日午前９時～午後５時）

平成26年４月１日から、消費税率が５％から８％へ引き上げられます。これにより、し尿汲み取り手数料に転嫁さ

れる消費税分が増額になります。なお、適用時期は消費税率の引き上げと同様平成26年４月１日となります。

蔵善

問い合わせ：役場町民課住民係　☎５７－６１１５

消費税率の引き上げで、し尿くみ取り手数料が変わります
町民課からのお知らせ

3月31日まで区  分 4月1日から

消費税（国税）

地方消費税（県税）

合　　計

４.０％

１.０％

５.０％

６.３％

１.７％

８.０％
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親と子が ともに育つ 交流スペース 

ハーモニー  
里山の四季を生かした保育をはじめ， 

季節の手仕事，リトミック，親子クラフト， 

イベントなどしています。 

 

080-5466-6564(樋宮
ひのみや

) 

予約・問い合わせ先：田上町田上丙 1488-1 

       

お手伝いしてくださる方 

（子ども連れ可）も募集中。 

 

預かり保育・一時預かりします（要予約） 

▽
日
時
　
３
月
20
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
演
題
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

　
あ
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
・
孫
育
て
」

▽
講
師
　
新
潟
中
央
短
期
大
学

　
石
本
勝
見
　
教
授

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
一
般
統
計
調
査
と
し
て
、「
家

計
消
費
状
況
調
査
」
を
、
民
間
業
者

に
委
託
し
て
、
町
内
で
も
毎
月
実
施

し
て
い
ま
す
。

▽
調
査
対
象
と
選
定
方
法

　
調
査
の
対
象
は
、
全
国
の
全
世
帯

　
で
、
合
計
３
万
世
帯
を
抽
出
す
る
。

▽
調
査
事
項

・
電
子
マ
ネ
ー
等
の
利
用
状
況

・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
出
金
額

・
消
費
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
の
利
用
状
況
な
ど

▽
委
託
事
業
者

　
㈱
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
㈱
イ
ン
テ
ー
ジ
リ
サ
ー
チ

▼
問
い
合
わ
せ

　
家
計
消
費
状
況
調
査
事
務
局

　☎
０
１
２
０
―
８
７
６
―
８
３
３

　
総
務
省
統
計
局
統
計
調
査
部

　☎
０
３
―
５
２
７
３
―
１
０
１
１

▽
平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
本
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
本
で
す
が
、「
ぼ
ん
」「
ぽ

　
ん
」
「
も
と
」
等
の
よ
う
に
読
ん

　
で
も
よ
く
、
「
本
」
の
文
字
が
読

　
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
差
し
支
え
あ

　
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
を
著
す
内

　
容
で
あ
れ
ば
、
「
本
」
の
文
字
が

　
な
い
場
合
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま

　
せ
ん
。

▽
詠
進
の
期
間

　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

▽
郵
便
の
宛
先

　
「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
　
宮
内

　
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

　
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進

　
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
宮
内
庁
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://www.kunai

　cho.go.jp/event/eishin.html) 

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

　
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

　
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

・
新
潟
市
…
４
月
17
日（
木
）、
８
月

　
21
日（
木
）、
11
月
20
日（
木
）、
平

　
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

・
長
岡
市
…
６
月
19
日（
木
）、
10
月

　
16
日（
木
）、
平
成
27
年
２
月
19
日

　（
木
）

▽
会
場

　
新
潟
市
…
県
庁
行
政
庁
舎

　
長
岡
市
…
長
岡
地
域
振
興
局

▽
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

▽
登
録
審
査
会
に
持
参
す
る
も
の

・
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

　
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察

　
署
が
発
行
し
た
も
の
）

・
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
，

　
３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で

　
納
入
す
る
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

▽
受
験
資
格

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▽
申
し
込
み
方
法
等

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み・
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

　
説
明
に
従
っ
て
入
力

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

　g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

・
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
火
）～
14
日（
月
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き

な
い
場
合
】
郵
送
又
は
持
参

・
提
出
先

　
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
対
応

　
す
る
国
税
局
又
は
国
税
事
務
所

・
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
火
）、
２
日（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

▽
試
験
日

　
第
１
次
試
験
日
　
６
月
８
日（
日
）

　
第
２
次
試
験
日
　
７
月
15
日（
火
）  

　　～
23
日（
水
）の
い
ず
れ
か
第
１
次

　
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

　
時

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
税
務
署
総
務
課

　
　☎
32
―
６
２
１
１

▽
受
験
資
格

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
５
年
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▽
試
験
の
程
度

　
大
学
卒
業
程
度

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
総
務
部

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
０

　
平
成
24
年
４
月
以
降
に
森
林
の
土

地
を
売
買
・
相
続
・
贈
与
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
、
90
日
内
に
そ
の

土
地
が
あ
る
市
町
村
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　
届
出
書
に
は
、
次
の
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

①
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
（
任
意

　
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記

　
入
）

②
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
、
権
利
を

　
取
得
し
た
事
が
分
か
る
書
類

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課
農
林
係

　
　☎
57
―
６
２
２
５

　
４
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）は
春

の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

住
宅
防
火
の
た
め
、
次
の
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

　
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　
体
制
を
作
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い

議
会
を
目
指
し
、情
報
発
信
の
た
め
、

町
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
試
験
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

http://www.facebook.com/taga

mimachigikai

　
な
お
、
コ
メ
ン
ト
の
受
付
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
町
議
会
事
務
局

　
　☎
57
―
６
３
０
０

○集合注射日程

  ・４月10日（木）　午前11時～午後１時

　・４月11日（金）　午前11時30分～午後１時

○会　　場

　町民体育館

○必要経費

　3,100円（注射料2,550円、注射済票交付手数料550円）

　※新規登録される方は、別途登録手数料3,000円が必要です。

　※既に登録されている方には、３月下旬に「集合注射通知ハガキ」を送付いたしますので、裏面の問診

　　票を記入・押印して必ずご持参ください。

○集合注射の注意事項

　・首輪が抜けて、逃げ出す事がありますので、事前に首輪を点検してきてください。

　・たくさんの犬がいますので、他の犬と争うことがないように制御できる方が連れてきてください。

　・時間内に必ず来られるようにお願いします。

問い合わせ：役場町民課住民係　　57－6115

春
の
火
災
予
防
運
動

新
た
に
森
林
の
土
地
所
有
者
に
な
っ
た

方
は
市
町
村
へ
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

町
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

                    

運
用
中

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

子
育
て
・
孫
育
て
講
演
会

平
成
２７
年
歌
会
始
に
つ
い
て

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

国
税
専
門
官
採
用
試
験

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

家
計
消
費
状
況
調
査
を

　　　　　　　　　実
施
中
で
す
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有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

 
 

 
親と子が ともに育つ 交流スペース 

ハーモニー  
里山の四季を生かした保育をはじめ， 

季節の手仕事，リトミック，親子クラフト， 

イベントなどしています。 

 

080-5466-6564(樋宮
ひのみや

) 

予約・問い合わせ先：田上町田上丙 1488-1 

       

お手伝いしてくださる方 

（子ども連れ可）も募集中。 

 

預かり保育・一時預かりします（要予約） 

▽
日
時
　
３
月
20
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
演
題
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

　
あ
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
・
孫
育
て
」

▽
講
師
　
新
潟
中
央
短
期
大
学

　
石
本
勝
見
　
教
授

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
一
般
統
計
調
査
と
し
て
、「
家

計
消
費
状
況
調
査
」
を
、
民
間
業
者

に
委
託
し
て
、
町
内
で
も
毎
月
実
施

し
て
い
ま
す
。

▽
調
査
対
象
と
選
定
方
法

　
調
査
の
対
象
は
、
全
国
の
全
世
帯

　
で
、
合
計
３
万
世
帯
を
抽
出
す
る
。

▽
調
査
事
項

・
電
子
マ
ネ
ー
等
の
利
用
状
況

・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
出
金
額

・
消
費
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
の
利
用
状
況
な
ど

▽
委
託
事
業
者

　
㈱
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
㈱
イ
ン
テ
ー
ジ
リ
サ
ー
チ

▼
問
い
合
わ
せ

　
家
計
消
費
状
況
調
査
事
務
局

　☎
０
１
２
０
―
８
７
６
―
８
３
３

　
総
務
省
統
計
局
統
計
調
査
部

　☎
０
３
―
５
２
７
３
―
１
０
１
１

▽
平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
本
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
本
で
す
が
、「
ぼ
ん
」「
ぽ

　
ん
」
「
も
と
」
等
の
よ
う
に
読
ん

　
で
も
よ
く
、
「
本
」
の
文
字
が
読

　
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
差
し
支
え
あ

　
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
を
著
す
内

　
容
で
あ
れ
ば
、
「
本
」
の
文
字
が

　
な
い
場
合
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま

　
せ
ん
。

▽
詠
進
の
期
間

　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

▽
郵
便
の
宛
先

　
「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
　
宮
内

　
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

　
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進

　
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
宮
内
庁
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://www.kunai

　cho.go.jp/event/eishin.html) 

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

　
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

　
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

・
新
潟
市
…
４
月
17
日（
木
）、
８
月

　
21
日（
木
）、
11
月
20
日（
木
）、
平

　
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

・
長
岡
市
…
６
月
19
日（
木
）、
10
月

　
16
日（
木
）、
平
成
27
年
２
月
19
日

　（
木
）

▽
会
場

　
新
潟
市
…
県
庁
行
政
庁
舎

　
長
岡
市
…
長
岡
地
域
振
興
局

▽
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

▽
登
録
審
査
会
に
持
参
す
る
も
の

・
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

　
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察

　
署
が
発
行
し
た
も
の
）

・
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
，

　
３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で

　
納
入
す
る
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

▽
受
験
資
格

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▽
申
し
込
み
方
法
等

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み・
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

　
説
明
に
従
っ
て
入
力

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

　g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

・
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
火
）～
14
日（
月
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き

な
い
場
合
】
郵
送
又
は
持
参

・
提
出
先

　
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
対
応

　
す
る
国
税
局
又
は
国
税
事
務
所

・
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
火
）、
２
日（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

▽
試
験
日

　
第
１
次
試
験
日
　
６
月
８
日（
日
）

　
第
２
次
試
験
日
　
７
月
15
日（
火
）  

　　～
23
日（
水
）の
い
ず
れ
か
第
１
次

　
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

　
時

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
税
務
署
総
務
課

　
　☎
32
―
６
２
１
１

▽
受
験
資
格

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
５
年
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▽
試
験
の
程
度

　
大
学
卒
業
程
度

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
総
務
部

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
０

　
平
成
24
年
４
月
以
降
に
森
林
の
土

地
を
売
買
・
相
続
・
贈
与
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
、
90
日
内
に
そ
の

土
地
が
あ
る
市
町
村
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　
届
出
書
に
は
、
次
の
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

①
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
（
任
意

　
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記

　
入
）

②
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
、
権
利
を

　
取
得
し
た
事
が
分
か
る
書
類

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課
農
林
係

　
　☎
57
―
６
２
２
５

　
４
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）は
春

の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

住
宅
防
火
の
た
め
、
次
の
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

　
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　
体
制
を
作
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い

議
会
を
目
指
し
、情
報
発
信
の
た
め
、

町
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
試
験
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

http://www.facebook.com/taga

mimachigikai

　
な
お
、
コ
メ
ン
ト
の
受
付
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
町
議
会
事
務
局

　
　☎
57
―
６
３
０
０

○集合注射日程

  ・４月10日（木）　午前11時～午後１時

　・４月11日（金）　午前11時30分～午後１時

○会　　場

　町民体育館

○必要経費

　3,100円（注射料2,550円、注射済票交付手数料550円）

　※新規登録される方は、別途登録手数料3,000円が必要です。

　※既に登録されている方には、３月下旬に「集合注射通知ハガキ」を送付いたしますので、裏面の問診

　　票を記入・押印して必ずご持参ください。

○集合注射の注意事項

　・首輪が抜けて、逃げ出す事がありますので、事前に首輪を点検してきてください。

　・たくさんの犬がいますので、他の犬と争うことがないように制御できる方が連れてきてください。

　・時間内に必ず来られるようにお願いします。

問い合わせ：役場町民課住民係　　57－6115

春
の
火
災
予
防
運
動

新
た
に
森
林
の
土
地
所
有
者
に
な
っ
た

方
は
市
町
村
へ
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

町
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

                    

運
用
中

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

子
育
て
・
孫
育
て
講
演
会

平
成
２７
年
歌
会
始
に
つ
い
て

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

国
税
専
門
官
採
用
試
験

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

家
計
消
費
状
況
調
査
を

　　　　　　　　　実
施
中
で
す
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平成26年度 田上町水道事業『水質検査計画』平成26年度 田上町水道事業『水質検査計画』

水道水の安全性の確

認のため、水道法に

基づく基本の水質検

査頻度で検査する。

ただし、過去３年間

の最大値が1／10以

下のときは回数を減

らすことができるも

のとする。

水道水の性状確認の

ため、水道法に基づ

く基本の水質検査頻

度で検査する。

ただし、過去３年間

の最大値が1／10以

下のときは回数を減

らすことができるも

のとする。

水道水の性状確認の
ため、水道法に基づ
く基本の水質検査頻
度で検査する。
ただし、過去３年間
の最大値が1／10以
下のときは回数を減
らすことができるも
のとする。

これらの物質を産生
する藻類が上流域で
発生する可能性のあ
る時期に検査する。

※羽生田水系は新水系のため、水道法に定める基本の検査回数を実施

町では、常に安全でおいしい水道水を提供できるよう、定期的に水質検査を実施しています。

＜大沢水系、羽生田水系、川船河水系、企業団第２水系＞

水 質 基 準 項 目 基 準 値

水道法に基づく検査回数

基 本 の
検査回数

水源の状況や過
去の検査結果等
から最小限必要
な検査回数

田上町の検査計画

平成26年度の
検査実施回数

設定理由など

健

　康

　に

　関

　す

　る

　項

　目

性

　状

　に

　関

　す

　る

　項

　目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

一般細菌

大腸菌

カドミウム及びその化合物

水銀及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

六価クロム化合物

亜硝酸態窒素

シアン化物イオン及び塩化シアン

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物

ホウ素及びその化合物

四塩化炭素

1,4－ジオキサン

シス-1,2-ジクロロエチレン及び

トランス-1,2-ジクロロエチレン

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

トリクロロエチレン

ベンゼン

塩素酸

クロロ酢酸

クロロホルム

ジクロロ酢酸

ジブロモクロロメタン

臭素酸

総トリハロメタン

トリクロロ酢酸

ブロモジクロロメタン

ブロモホルム

ホルムアルデヒド

亜鉛及びその化合物

アルミニウム及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物

塩化物イオン

カルシウム、マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤

ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール

非イオン界面活性剤

フェノール類

有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）

の量）

pＨ値

味

臭気

色度

濁度

100個／ml以下

検出されないこと

0.003mg／l以下

0.0005mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.05mg／l以下

0.04mg／l以下

0.01mg／l以下

10mg／l以下

0.8mg／l以下

1.0mg／l以下

0.002mg／l以下

0.05mg／l以下

0.04mg／l以下

0.02mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.6mg／ｌ以下

0.02mg／l以下

0.06mg／l以下

0.04mg／l以下

0.1mg／l以下

0.01mg／l以下

0.1mg／l以下

0.2mg／l以下

0.03mg／l以下

0.09mg／l以下

0.08mg／l以下

1.0mg／l以下

0.2mg／l以下

0.3mg／l以下

1.0mg／l以下

200mg／l以下

0.05mg／l以下

200mg／l以下

300mg／l以下

500mg／l以下

0.2mg／l以下

0.00001mg／l以下

0.00001mg／l以下

0.02mg／l以下

0.005mg／l以下

3mg／l以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

3年に1回

3年に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

1年に1回

1年に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

問い合わせ：役場地域整備課水道係　57-6223

　
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
期
間

で
３
月
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
と
予
算
審
議
が
始
ま

り
ま
し
た
。
始
め
に
平
成
26
年
度
施

政
方
針
を
説
明
し
、
一
般
質
問
で
も

議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
羽
生
田
浄
水
場
の
建
設
、

五
明
寺
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
の
ハ
ー
ド

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
は
一
部
国
の
補
助
金
を
活
用
し

ま
し
た
が
、
町
で
行
う
事
業
と
し
て

は
大
き
な
事
業
で
し
た
。
ま
た
、
国

の
施
策
に
よ
る
「
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
て
様
々
な
事
業

も
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
幼
児
園

の
増
築
工
事
や
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、
ま
た
、
町
道
の
道
路
改

良
工
事
等
の
社
会
資
本
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
ソ
フ
ト
事
業
は
、
「
田
上
町

の
12
か
年
教
育
」
を
よ
り
推
進
す
る

た
め
に
、
近
隣
の
新
潟
薬
科
大
学
、

新
潟
経
営
大
学
、
新
潟
中
央
短
期
大

学
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、
具
体

的
に
は
新
年
度
か
ら
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
不
妊
治
療
費
の
助
成
や

妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
対
象
範
囲
の
拡
大
、
そ

し
て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
、
本
田
上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
、
そ
し
て
自
治
体
と
し
て
は
画
期

的
な
取
り
組
み
と
い
わ
れ
た
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
使
っ
た
観
光
情
報
の
発

信
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
年
度
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
事
業
か

ら
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
転
換
を
一
つ
の
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。
予
算
編
成
の
基
本
方
針

は
、
町
民
の
満
足
を
高
め
る
事
業
の
推
進

を
す
る
た
め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
事
業
を
優
先
的
、

積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
「
少
子
化
対
策
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

先
ず
「
少
子
化
対
策
推
進
室
」
を
総
務
課

に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
各
課
で
実
施
し
て

き
た
少
子
化
対
策
関
連
事
業
を
横
断
的
か

つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
全
国

的
な
傾
向
で
す
が
、
町
の
人
口
減
少
、
少

子
化
は
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

都
会
の
大
学
や
専
門
学
校
等
に
進
学
、
ま

た
は
、
就
職
で
町
外
に
転
出
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
、
町

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
内
で
最
下
位
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
婚
姻
率
も
同

様
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
、
町
主
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
催
し
、
出
会
い
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
若
い
人
達
の
田
上
町
へ
の
定
住
を

促
す
た
め
に
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
住

居
の
確
保
等
の
対
策
が
必
要
で
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
対
応
に
は
、
「
少
子
化
・
定
住

対
策
費
」
で
対
応
し
ま
す
。

　
田
上
町
の
特
産
「
た
け
の
子
」
の
様
に

す
く
す
く
と
伸
び
て
も
ら
う
よ
う
に
小
学

校
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
放
課
後
学
習

を
行
う
機
会
を
提
供
し
学
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
活
用
し

た
「
た
け
の
子
塾
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
引
き
続
き
取
り
組
む
事
業
と
し
て
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら

「
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
」
や
「
妊
産

婦
医
療
費
の
助
成
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
に
沿
っ
て
、
５
か
年
を
一
期
と
す
る

教
育
、
保
育
お
よ
び
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
な
ど
の

事
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
「
田
上

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
核
家
族
化
と
女
性
の

社
会
進
出
を
背
景
に
、
非
常
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
未
満
児
教
育
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
と
も
な

い
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
暫
定
的

・
臨
時
的
な
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
簡

素
な
給
付
措
置（
臨
時
福
祉
給
付
金
）で
、

一
人
に
つ
き
１
万
円
を
給
付
し
ま
す
。
ま

た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
の
併
給
調
整
が

あ
り
ま
す
が
、子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
も
、

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
緩
和
、
消
費
の

下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
と
し
て
、
児
童
手
当

の
受
給
者
に
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円
を

給
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
す
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
Ｙ

Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
の
整
備
、
湯
っ
多
里

館
、
そ
し
て
椿
寿
荘
を
町
の
観
光
施
設

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
誘
致
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
と
椿
寿
荘
は
５

年
前
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら

実
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

最
も
町
外
者
の
利
用
が
多
い
湯
っ
多
里

館
に
も
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
当
初
か
ら
護
摩
堂

山
の
登
山
者
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

27
年
１
月
か
ら
の
導
入
で
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
要

望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
少
し
で
も
利

便
性
の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
満
足
度
の
高

い
施
設
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

商
工
会
の
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
へ
補
助
し
、
町
内
消
費
の
喚
起
を

促
す
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
町
内
の
商
店
で
買
い
物
し
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
様
に
新
年
度
は
ソ
フ
ト
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
「
住
ん
で
み

た
い
町
た
が
み
」
と
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
は
町
民
皆
の
力
が
結
集
し
て

こ
そ
可
能
に
な
り
ま
す
。

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その148）

３月議会から―新年度予算審議

商
工
・
観
光
関
連
事
業

「
教
育
支
援
」と「
子
育
て
支
援
」

新
年
度
の
重
点
政
策
の
大
綱
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平成26年度 田上町水道事業『水質検査計画』平成26年度 田上町水道事業『水質検査計画』

水道水の安全性の確

認のため、水道法に

基づく基本の水質検

査頻度で検査する。

ただし、過去３年間

の最大値が1／10以

下のときは回数を減

らすことができるも

のとする。

水道水の性状確認の

ため、水道法に基づ

く基本の水質検査頻

度で検査する。

ただし、過去３年間

の最大値が1／10以

下のときは回数を減

らすことができるも

のとする。

水道水の性状確認の
ため、水道法に基づ
く基本の水質検査頻
度で検査する。
ただし、過去３年間
の最大値が1／10以
下のときは回数を減
らすことができるも
のとする。

これらの物質を産生
する藻類が上流域で
発生する可能性のあ
る時期に検査する。

※羽生田水系は新水系のため、水道法に定める基本の検査回数を実施

町では、常に安全でおいしい水道水を提供できるよう、定期的に水質検査を実施しています。

＜大沢水系、羽生田水系、川船河水系、企業団第２水系＞

水 質 基 準 項 目 基 準 値

水道法に基づく検査回数

基 本 の
検査回数

水源の状況や過
去の検査結果等
から最小限必要
な検査回数

田上町の検査計画

平成26年度の
検査実施回数

設定理由など

健

　康

　に

　関

　す

　る

　項

　目

性

　状

　に

　関

　す

　る

　項

　目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

一般細菌

大腸菌

カドミウム及びその化合物

水銀及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

六価クロム化合物

亜硝酸態窒素

シアン化物イオン及び塩化シアン

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物

ホウ素及びその化合物

四塩化炭素

1,4－ジオキサン

シス-1,2-ジクロロエチレン及び

トランス-1,2-ジクロロエチレン

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

トリクロロエチレン

ベンゼン

塩素酸

クロロ酢酸

クロロホルム

ジクロロ酢酸

ジブロモクロロメタン

臭素酸

総トリハロメタン

トリクロロ酢酸

ブロモジクロロメタン

ブロモホルム

ホルムアルデヒド

亜鉛及びその化合物

アルミニウム及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物

塩化物イオン

カルシウム、マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤

ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール

非イオン界面活性剤

フェノール類

有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）

の量）

pＨ値

味

臭気

色度

濁度

100個／ml以下

検出されないこと

0.003mg／l以下

0.0005mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.05mg／l以下

0.04mg／l以下

0.01mg／l以下

10mg／l以下

0.8mg／l以下

1.0mg／l以下

0.002mg／l以下

0.05mg／l以下

0.04mg／l以下

0.02mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.01mg／l以下

0.6mg／ｌ以下

0.02mg／l以下

0.06mg／l以下

0.04mg／l以下

0.1mg／l以下

0.01mg／l以下

0.1mg／l以下

0.2mg／l以下

0.03mg／l以下

0.09mg／l以下

0.08mg／l以下

1.0mg／l以下

0.2mg／l以下

0.3mg／l以下

1.0mg／l以下

200mg／l以下

0.05mg／l以下

200mg／l以下

300mg／l以下

500mg／l以下

0.2mg／l以下

0.00001mg／l以下

0.00001mg／l以下

0.02mg／l以下

0.005mg／l以下

3mg／l以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

3年に1回

3か月に1回

3年に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3年に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

3年に1回

3年に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

1年に1回

3か月に1回

1年に1回

1か月に1回

3か月に1回

3か月に1回

1年に1回

発生時期に

1か月に1回

発生時期に

1か月に1回

1年に1回

1年に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

1か月に1回

問い合わせ：役場地域整備課水道係　57-6223

　
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
期
間

で
３
月
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
と
予
算
審
議
が
始
ま

り
ま
し
た
。
始
め
に
平
成
26
年
度
施

政
方
針
を
説
明
し
、
一
般
質
問
で
も

議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
羽
生
田
浄
水
場
の
建
設
、

五
明
寺
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
の
ハ
ー
ド

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
は
一
部
国
の
補
助
金
を
活
用
し

ま
し
た
が
、
町
で
行
う
事
業
と
し
て

は
大
き
な
事
業
で
し
た
。
ま
た
、
国

の
施
策
に
よ
る
「
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
て
様
々
な
事
業

も
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
幼
児
園

の
増
築
工
事
や
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、
ま
た
、
町
道
の
道
路
改

良
工
事
等
の
社
会
資
本
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
ソ
フ
ト
事
業
は
、
「
田
上
町

の
12
か
年
教
育
」
を
よ
り
推
進
す
る

た
め
に
、
近
隣
の
新
潟
薬
科
大
学
、

新
潟
経
営
大
学
、
新
潟
中
央
短
期
大

学
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、
具
体

的
に
は
新
年
度
か
ら
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
不
妊
治
療
費
の
助
成
や

妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
対
象
範
囲
の
拡
大
、
そ

し
て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
、
本
田
上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
、
そ
し
て
自
治
体
と
し
て
は
画
期

的
な
取
り
組
み
と
い
わ
れ
た
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
使
っ
た
観
光
情
報
の
発

信
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
年
度
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
事
業
か

ら
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
転
換
を
一
つ
の
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。
予
算
編
成
の
基
本
方
針

は
、
町
民
の
満
足
を
高
め
る
事
業
の
推
進

を
す
る
た
め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
事
業
を
優
先
的
、

積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
「
少
子
化
対
策
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

先
ず
「
少
子
化
対
策
推
進
室
」
を
総
務
課

に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
各
課
で
実
施
し
て

き
た
少
子
化
対
策
関
連
事
業
を
横
断
的
か

つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
全
国

的
な
傾
向
で
す
が
、
町
の
人
口
減
少
、
少

子
化
は
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

都
会
の
大
学
や
専
門
学
校
等
に
進
学
、
ま

た
は
、
就
職
で
町
外
に
転
出
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
、
町

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
内
で
最
下
位
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
婚
姻
率
も
同

様
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
、
町
主
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
催
し
、
出
会
い
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
若
い
人
達
の
田
上
町
へ
の
定
住
を

促
す
た
め
に
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
住

居
の
確
保
等
の
対
策
が
必
要
で
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
対
応
に
は
、
「
少
子
化
・
定
住

対
策
費
」
で
対
応
し
ま
す
。

　
田
上
町
の
特
産
「
た
け
の
子
」
の
様
に

す
く
す
く
と
伸
び
て
も
ら
う
よ
う
に
小
学

校
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
放
課
後
学
習

を
行
う
機
会
を
提
供
し
学
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
活
用
し

た
「
た
け
の
子
塾
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
引
き
続
き
取
り
組
む
事
業
と
し
て
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら

「
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
」
や
「
妊
産

婦
医
療
費
の
助
成
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
に
沿
っ
て
、
５
か
年
を
一
期
と
す
る

教
育
、
保
育
お
よ
び
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
な
ど
の

事
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
「
田
上

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
核
家
族
化
と
女
性
の

社
会
進
出
を
背
景
に
、
非
常
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
未
満
児
教
育
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
と
も
な

い
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
暫
定
的

・
臨
時
的
な
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
簡

素
な
給
付
措
置（
臨
時
福
祉
給
付
金
）で
、

一
人
に
つ
き
１
万
円
を
給
付
し
ま
す
。
ま

た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
の
併
給
調
整
が

あ
り
ま
す
が
、子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
も
、

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
緩
和
、
消
費
の

下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
と
し
て
、
児
童
手
当

の
受
給
者
に
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円
を

給
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
す
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
Ｙ

Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
の
整
備
、
湯
っ
多
里

館
、
そ
し
て
椿
寿
荘
を
町
の
観
光
施
設

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
誘
致
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
と
椿
寿
荘
は
５

年
前
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら

実
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

最
も
町
外
者
の
利
用
が
多
い
湯
っ
多
里

館
に
も
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
当
初
か
ら
護
摩
堂

山
の
登
山
者
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

27
年
１
月
か
ら
の
導
入
で
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
要

望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
少
し
で
も
利

便
性
の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
満
足
度
の
高

い
施
設
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

商
工
会
の
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
へ
補
助
し
、
町
内
消
費
の
喚
起
を

促
す
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
町
内
の
商
店
で
買
い
物
し
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
様
に
新
年
度
は
ソ
フ
ト
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
「
住
ん
で
み

た
い
町
た
が
み
」
と
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
は
町
民
皆
の
力
が
結
集
し
て

こ
そ
可
能
に
な
り
ま
す
。

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その148）

３月議会から―新年度予算審議

商
工
・
観
光
関
連
事
業

「
教
育
支
援
」と「
子
育
て
支
援
」

新
年
度
の
重
点
政
策
の
大
綱
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問い合わせ：田上町PTA連絡協議会（事務局　田上小学校）　57-2018

アルビレックス新潟 ＶＳ 清水エスパルスアルビレックス新潟 ＶＳ 清水エスパルス

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　   32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　  57-6112）

■日　　時　５月６日（火・振替休日） 午後2時00分試合開始

■会　　場　デンカビッグスワンスタジアム

　　　　　　　 (チケットはSスタンド自由席です。※状況により他の座席をご案内する場合があります)

■応募条件　田上町在住者

■募集人数　500名

■応募方法　往復ハガキの往信裏面に①５月６日清水②住所③氏名・年齢④電話番号⑤メールアドレス⑥

　　　　　　チケットの希望枚数（４枚まで）⑦後援会資料請求（する・しない）を記載し、返信用表面に

　　　　　　返信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の上、宛先に送付して下さい。

　　　　　　※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募多数の

　　　　　　　場合は抽選となります。

■応募期限　４月21日（月）必着（応募期限到着分以降のお申込は、無効となります）

■受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせします(4月28日(月)頃の予定)。また、お電話での

　　　　　　可否についてのお問い合わせはお答えいたしかねます。ご観戦いただく方は、返信ハガキを

　　　　　　ご持参の上、デンカビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場に設置の「チケット引換所」

　　　　　　にてチケットとお引き換え後にご入場、ご観戦となります。

■あ て 先　〒950-0954　新潟市中央区美咲町2-1-10

　　　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会  村山  025-282-0011

■クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

アルビレックス新潟  試合観戦ご招待のお知らせ  J1リーグ　第12節

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

3/16～4/15

4
月

3
月

月17

火18

水19

木20

金21

土22

日23

月24

火25

水26

木27

金28

土29

日30

月31

火1

水2

木3

金4

土5

日6

月7

火8

水9

木10

金11

土12

日13

月14

火15

日16

春分の日
【休日診療当番医】　服部クリニック（加茂市幸町） 53-4680　　〈時間〉9：00～17：00

田上町成人式 14：00～ 町民体育館

心と体の相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
田上町公民館

育児相談会
機能訓練

9：00～11：30
10：00～15：00

子育て支援センター
保健福祉センター

1歳半健診（平成24年7月～8月生まれ）
2歳児歯科健診（平成24年1～2月生まれ）

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

育児学級（平成25年9～10月生まれ）
補聴器相談（リオン）

13：00～
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　小池内科消化器科クリニック（加茂市仲町） 53-3355　　〈時間〉9：00～17：00

田上町野球大会総合開会式・町長杯野球大会 8：30～ 羽生田野球場

【休日診療当番医】　星野内科医院（川船河） 41-4141　　〈時間〉9：00～17：00

第16回田上梅まつり 10：00～14：00 梅林公園

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） 53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

【休日診療当番医】　徳友医院（加茂市高須町） 53-0167　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

乳児健診（平成25年11月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　須田医院（羽生田） 41-5025　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

ストレッチ教室 10：00～ 田上町公民館

湯っ多里館休館日

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

10ヶ月すくすく学級（平成25年5～6月生まれ） 9：30～10：00 保健福祉センター

両親学級（平成26年5～6月出産予定者） 9：30～10：00 保健福祉センター

三行詩

夕ごはん　家族の会話　大もりで

はんぶんこ　ぼくとにいちゃんのあいことば

なやみ事　はずかしがらずに話そうよ　きっと大丈夫　だってぼくらは家族だもん

手をとめて　目を見て話そう　今日の事

お母さんのカサカサ手　少し痛いけど　とっても丈夫　いつもありがとう

夕食の家族だんらん　お腹も心もみたされる

のーてれび　のーげーむでー　いちばん　がまんは　おとうさん

つらい時　思い出してね　家族の笑顔　みんなが　あなたの応援団

母の手作りご飯は　お腹も満腹　心も満腹

「元気ないけど　何かあった？」と気づく母　どうして分かるのか不思議だな

あたたかい　ことばをつかうと　いいきもち

ぼくのお返事　大きな「はい！」だと　元気なしるし

あいさつは　大きな声で　自分から

けんかした　おなじかずだけなかなおり「ごめんなさい」が　えがおをつくる

私のなやみは家族のなやみ　1人でかかえこみません

学　年

３　年

４歳児

５　年

５歳児

３　年

６　年

１　年

３　年

３　年

３　年

保護者

４歳児

６歳児

１　年

１　年

４　年

３　年

１　年

園・小・中

田　上　小

ルーテル幼稚園

羽 生 田 小

竹の友幼児園

田　上　中

田　上　小

田　上　小

田　上　中

田　上　中

田　上　中

田　上　小

竹の友幼児園

ルーテル幼稚園

田　上　小

羽 生 田 小

羽 生 田 小

田　上　中

田　上　中

名　前

小林　祥大

諸橋　　直

和平　涼太

佐藤　　瑠

川口祐莉奈

近藤　勁斗

江部　友陽

西山　航生

吉澤　紀香

清水　裕太

野口　素江

齋藤　勇輝

藤田　悠蔵

小林　玲士

磯貝　柊介

渡辺　真歩

外山ひなの

菅　　拓海

賞

町 長 賞

教育委員長賞

教 育 長 賞

公民館長賞

田上町PTA連絡協議会長賞

園・校長会長賞

特別賞（県入選：全国佳作）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作
家族みんなが感じている「ありがとう」は思いやりの言葉「だいじょうぶだよ」は

励ましの言葉そして「笑顔」は一番の元気の素

「勉強しなさい」「わかっている」たまにはぶつかることもあるけれど

家族は最強の応援団

つかれて帰ってきた日でも　「お腹すいた！ゴハンなに？」で母家事モード

スイッチオン！

平成25年度 我が家の約束入賞作品
２月５日、我が家の約束の表彰式が行われました。以下が受賞作品です。
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問い合わせ：田上町PTA連絡協議会（事務局　田上小学校）　57-2018

アルビレックス新潟 ＶＳ 清水エスパルスアルビレックス新潟 ＶＳ 清水エスパルス

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　   32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　  57-6112）

■日　　時　５月６日（火・振替休日） 午後2時00分試合開始

■会　　場　デンカビッグスワンスタジアム

　　　　　　　 (チケットはSスタンド自由席です。※状況により他の座席をご案内する場合があります)

■応募条件　田上町在住者

■募集人数　500名

■応募方法　往復ハガキの往信裏面に①５月６日清水②住所③氏名・年齢④電話番号⑤メールアドレス⑥

　　　　　　チケットの希望枚数（４枚まで）⑦後援会資料請求（する・しない）を記載し、返信用表面に

　　　　　　返信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の上、宛先に送付して下さい。

　　　　　　※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募多数の

　　　　　　　場合は抽選となります。

■応募期限　４月21日（月）必着（応募期限到着分以降のお申込は、無効となります）

■受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせします(4月28日(月)頃の予定)。また、お電話での

　　　　　　可否についてのお問い合わせはお答えいたしかねます。ご観戦いただく方は、返信ハガキを

　　　　　　ご持参の上、デンカビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場に設置の「チケット引換所」

　　　　　　にてチケットとお引き換え後にご入場、ご観戦となります。

■あ て 先　〒950-0954　新潟市中央区美咲町2-1-10

　　　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会  村山  025-282-0011

■クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

アルビレックス新潟  試合観戦ご招待のお知らせ  J1リーグ　第12節

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

3/16～4/15

4
月

3
月

月17

火18

水19

木20

金21

土22

日23

月24

火25

水26

木27

金28

土29

日30

月31

火1

水2

木3

金4

土5

日6

月7

火8

水9

木10

金11

土12

日13

月14

火15

日16

春分の日
【休日診療当番医】　服部クリニック（加茂市幸町） 53-4680　　〈時間〉9：00～17：00

田上町成人式 14：00～ 町民体育館

心と体の相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
田上町公民館

育児相談会
機能訓練

9：00～11：30
10：00～15：00

子育て支援センター
保健福祉センター

1歳半健診（平成24年7月～8月生まれ）
2歳児歯科健診（平成24年1～2月生まれ）

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

育児学級（平成25年9～10月生まれ）
補聴器相談（リオン）

13：00～
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　小池内科消化器科クリニック（加茂市仲町） 53-3355　　〈時間〉9：00～17：00

田上町野球大会総合開会式・町長杯野球大会 8：30～ 羽生田野球場

【休日診療当番医】　星野内科医院（川船河） 41-4141　　〈時間〉9：00～17：00

第16回田上梅まつり 10：00～14：00 梅林公園

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） 53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

【休日診療当番医】　徳友医院（加茂市高須町） 53-0167　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

乳児健診（平成25年11月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　須田医院（羽生田） 41-5025　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

ストレッチ教室 10：00～ 田上町公民館

湯っ多里館休館日

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

10ヶ月すくすく学級（平成25年5～6月生まれ） 9：30～10：00 保健福祉センター

両親学級（平成26年5～6月出産予定者） 9：30～10：00 保健福祉センター

三行詩

夕ごはん　家族の会話　大もりで

はんぶんこ　ぼくとにいちゃんのあいことば

なやみ事　はずかしがらずに話そうよ　きっと大丈夫　だってぼくらは家族だもん

手をとめて　目を見て話そう　今日の事

お母さんのカサカサ手　少し痛いけど　とっても丈夫　いつもありがとう

夕食の家族だんらん　お腹も心もみたされる

のーてれび　のーげーむでー　いちばん　がまんは　おとうさん

つらい時　思い出してね　家族の笑顔　みんなが　あなたの応援団

母の手作りご飯は　お腹も満腹　心も満腹

「元気ないけど　何かあった？」と気づく母　どうして分かるのか不思議だな

あたたかい　ことばをつかうと　いいきもち

ぼくのお返事　大きな「はい！」だと　元気なしるし

あいさつは　大きな声で　自分から

けんかした　おなじかずだけなかなおり「ごめんなさい」が　えがおをつくる

私のなやみは家族のなやみ　1人でかかえこみません

学　年

３　年

４歳児

５　年

５歳児

３　年

６　年

１　年

３　年

３　年

３　年

保護者

４歳児

６歳児

１　年

１　年

４　年

３　年

１　年

園・小・中

田　上　小

ルーテル幼稚園

羽 生 田 小

竹の友幼児園

田　上　中

田　上　小

田　上　小

田　上　中

田　上　中

田　上　中

田　上　小

竹の友幼児園

ルーテル幼稚園

田　上　小

羽 生 田 小

羽 生 田 小

田　上　中

田　上　中

名　前

小林　祥大

諸橋　　直

和平　涼太

佐藤　　瑠

川口祐莉奈

近藤　勁斗

江部　友陽

西山　航生

吉澤　紀香

清水　裕太

野口　素江

齋藤　勇輝

藤田　悠蔵

小林　玲士

磯貝　柊介

渡辺　真歩

外山ひなの

菅　　拓海

賞

町 長 賞

教育委員長賞

教 育 長 賞

公民館長賞

田上町PTA連絡協議会長賞

園・校長会長賞

特別賞（県入選：全国佳作）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

特別賞（県入選）

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作

佳　　　　　　作
家族みんなが感じている「ありがとう」は思いやりの言葉「だいじょうぶだよ」は

励ましの言葉そして「笑顔」は一番の元気の素

「勉強しなさい」「わかっている」たまにはぶつかることもあるけれど

家族は最強の応援団

つかれて帰ってきた日でも　「お腹すいた！ゴハンなに？」で母家事モード

スイッチオン！

平成25年度 我が家の約束入賞作品
２月５日、我が家の約束の表彰式が行われました。以下が受賞作品です。
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春
雪
や
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い
さ
つ
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す
中
学
生

ふ
き
の
と
う
雪
の
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よ
り
う
す
み
ど
り

春
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琴
指
を
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め
に
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け
ぼ
う
し

あ
の
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防
に
あ
の
人
来
ぬ
か
蕗
の
薹

ソ
チ
の
空
光
り
輝
く
ス
キ
ー
隊

田
に
群
る
る
白
鳥
鴨
に
湖
あ
づ
け

四ツ合　　　藤田森エ門（79）
湯　川　　　小柳　ミヨ（91）
清水沢　　　坂爪　英臣（70）
山　田　　　西方　誠也（82）
羽生田　　　髙井　　馨（67）
中　店　　　皆木タツミ（95）
川船河　　　大関　　昭（71）
羽生田　　　山本　杉枝（100）
羽生田　　　番場　公士（57）
原ケ崎　　　山川　ハナ（88）
坂　田　　　菅家アヤ子（63）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
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鶴
巻
新
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不
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湯
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阿
部
　
聆
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田
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山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
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水
沢
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藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
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ざ
の
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目
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今
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て
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る
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も
う
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無
駄
な
く
す
チ
ャ
ン
ス
を
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消
費
税

天
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け
る
友
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い
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ん
だ
雪
の
花

明
暗
も
平
和
の
糧
に
ソ
チ
の
空

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

1／26～2／25届出分、
敬称略

下中村　　　坂上茉莉花（達彦・祐見子）

下中村　　　諸橋　花香（賢治・知美）

川船河　　　大竹　真緒（光泰・絢子）

曽　根　　　酒井　美侑（孝幸・美佳）

本田上　　　坪谷　琉宇（勇紀・成美）

坂　田　　　桑原由依子（和彦・さゆり）

川船河　　　田中　怜吏（孝・愛）

本田上　　　風間　達哉・千恵美（齋藤）
曽　根　　　酒井　　弥（増子）・彩
中　店　　　小栁　政行・桂（中村）
上　野　　　小菅　和人・沙耶（亀山）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

遺言・相続・成年後見の他、家庭内の悩み事など、

お気軽にご相談ください。

◇日時　3月28日（金）午後1時～4時

◆相談・問い合わせ：行政書士　

　たがみ行政手続事務所（善養寺・渡邊）　　☎57-3988

◇募集内容
　読者対象を満６歳以上12歳までの学齢児童とし、
　動物の虐待防止、動物の適正飼養、人と動物の
　ふれあい、人と動物との共生及び動物福祉・愛
　護等を扱ったもので未発表の作品であること。
◇募集期間　4月20日（日）※当日消印有効
◇応募資格
　プロ・アマ問わず、年齢15歳以上の者。ただし、
　過去の本賞における大賞受賞者は対象外。
◇応募規定
　①A4サイズ400字詰め原稿用紙を縦書きで使用
　　すること。総枚数は40枚以上60枚以内とする。
　②原稿は原則ワープロ原稿とする。その他、詳
　　細な規定はお問い合わせください。
◇応 募 先　〒107-0062
　東京都港区南青山1-1-1　新青山ビル西館23階
　公益財団法人　日本獣医師会
◆問い合わせ：
　公益財団法人 日本獣医師会　☎03-3475-1695

第26回 日本動物児童文学賞作品募集

◇日　時　3月22日（土）、29日（土）午後1時～5時

◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所

　行政書士　大塚義行　57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

自衛隊 予備自衛官補採用試験

遺言・相続・成年後見
無料電話相談会

◇日　時　3月22日（土）午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　「アルプスは晴れだ・・・みてね」

　　　　　「忍たま乱太郎・パート2」

　　　　　「ひなまつり」

　　　　　「ユヤン太の

　　　　　 おたんじょう日は

　　　　　 火事さわぎ」

◆問い合わせ：

　相田良夫　☎57-5086

第207回 16ミリ映写会

　平成26年度の『特定健康診査受診券』を４月中

にお送りします。

　全国健康保険協会（協会けんぽ）では、40歳か

ら74歳までのご家族を対象に特定健康診査（以下

「特定健診」）を実施しています。対象の方は、

市町村が実施する集団健診会場で受診することが

でき、基本的な健診のみの場合は、検診費用が無

料となります。

　お勤めされている方のご自宅へ、ご家族の『特

定健康診査受診券』（以下「受診券」）を４月中にお

送りしますので、特定健診を受診の際には、必ず

「受診券」「保険証」「自己負担金」（詳細な健診が必

要な場合）をご持参ください。なお、１月以降、

新たに協会けんぽに加入された方は、事前に協会

けんぽへ「受診券」の交付申請をお願いします。

※退職等により保険証が使用できなくなった場合

　は、「受診券」も使用できません。

※特定健診は、協会けんぽと契約している健診機

　関でも受診することができます。

◆問い合わせ：協会けんぽ新潟支部保険グループ

　　　　　　　　　　　　　　  ☎025-242-0264
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４
資
本
金

　
明
治
新
政
府
は
学
校
、
神
社
、
土
木
事
業
等
の
本
来
国
の
経
費
で
行
う
べ
き
公
共
事

業
も
地
元
で
賄
う
よ
う
指
導
し
て
き
た
。
国
費
で
支
出
す
る
の
は
、
役
人
の
人
件
費
と

軍
隊
の
費
用
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
地
方
で
も
そ
ん
な
、
お
金
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
地
元
の
有
力
者
か
ら
「
資
本
金
」
と
称
し
て
金
品
を
集
め
た
。
学
校
も
生
徒
の
納

め
る
授
業
料
で
足
り
な
い
分
は
資
本
金
に
頼
っ
た
。
学
務
委
員
が
有
力
者
を
訪
ね
募
金

を
募
っ
た
。
こ
の
資
本
金
を
も
と
に
、
必
要
な
者
に
貸
し
出
し
そ
の
利
息
で
、
生
徒
が

支
払
う
授
業
料
の
不
足
分
を
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。
明
治
５
年
の
羽
生
田
校
が
設
立
さ

れ
た
時
の
資
本
金
の
目
標
は
５
１
０
０
円
で
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
資
金
の
内
訳
は
、
両

田
巻
家
が
１
５
０
０
円
、
吉
澤
甚
右
衛
門
家
３
０
０
円
、
渡
邊
孫
一
家
２
０
０
円
、
番

場
仁
平
次
家
、
田
巻
波
次
郎
家
、
吉
沢
孫
次
右
衛
門
家
、
渡
邊
長
助
家
、
諸
橋
新
七
家
、

佐
藤
峻
三
郎
家
が
各
１
０
０
円
、
以
上
１
０
家
で
４
１
０
０
円
、
そ
の
他
53
家
で
総
計

５
３
０
０
円
で
目
標
よ
り
多
く
の
資
金
が
集
め
ら
れ
た
。
（
田
上
町
史
よ
り
）

　
新
潟
県
は
資
本
金
賦
課
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
布
告
を
出
し
た
。

（
１
）
資
本
金
の
賦
課
は
区
内
の
中
等
戸
以
上
に
行
う
べ
き
こ
と
。

（
２
）
資
本
金
賦
課
に
当
た
っ
て
は
、
総
金
額
と
蓄
積
に
要
す
る
年
限
と
賦
課
季
節
を

　
　
　
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

　
こ
の
資
金
は
年
１
割
程
の
金
利
で
地
区
の
有
力
者
に
貸
し
出
し
元
金
が
減
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
。
田
上
村
で
は
目
標
を
超
え
た
が
、
他
所
で
は
、
募
金
が
集
ま
ら
な
い

で
困
窮
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
富
裕
者
に
限
ら
ず
多
く
の
村
民
を
学
務
委
員

が
訪
問
し
、
半
ば
強
制
的
に
集
め
た
。
中
に
は
警
察
官
も
同
道
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

と
か
。
そ
れ
で
も
目
標
額
に
達
し
な
い
所
も
あ
っ
た
。
賦
課
さ
れ
た
金
額
を
納
め
ら
れ

ず
、
そ
の
金
額
を
貸
し
出
し
た
と
し
て
、
取
り
た
て
る
利
息
に
相
応
す
る
分
を
毎
年
町

村
に
納
め
る
と
い
う
、
便
法
が
用
い
ら
れ
た
。

　
県
庁
か
ら
は
「
学
監
」
と
称
す
る
係
官
が
地
方
に
出
向
き
督
促
し
た
。
村
人
に
は
資

本
金
は
税
金
と
同
じ
よ
う
に
過
酷
な
取
り
た
て
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
近
く
で
は
大
相
撲
の
興
業
を
行
い
そ
の
利
益
金
で
納
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

町
の
遊
女
、
「
せ
い
」
「
み
せ
」
の
２
人
が
連
名
で
50
円
を
献
金
し
て
人
々
を
驚
か
せ

た
。
な
ど
の
逸
話
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
庁
は
「
書
面
ノ
願
ノ
趣
、
篤
志
奇

特
ノ
コ
ト
ト
シ
テ
聞
届
候
」
と
し
て
、
一
般
に
広
報
し
た
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
教
育
百
年
よ
り
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇応募資格　一般公募…18歳以上34歳未満の方
　　　　　　技能公募…18歳以上で、保有する技能
　　　　　　　　　　　に応じて53歳～55歳未満
◇受付期間　4月2日（水）まで
◇試験期日　〔一般・技能公募〕
　　　　　　　4月12日（土）高田駐屯地
　　　　　　　4月13日（日）新発田駐屯地
　　　　　　〔技能公募の一部〕
　　　　　　　4月11日（金）～15日（火）朝霧駐屯地
◆問い合わせ：自衛隊加茂地域事務所　☎52-5222
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春
雪
や
あ
い
さ
つ
交
す
中
学
生

ふ
き
の
と
う
雪
の
下
よ
り
う
す
み
ど
り

春
の
琴
指
を
こ
ま
め
に
惚
け
ぼ
う
し

あ
の
堤
防
に
あ
の
人
来
ぬ
か
蕗
の
薹

ソ
チ
の
空
光
り
輝
く
ス
キ
ー
隊

田
に
群
る
る
白
鳥
鴨
に
湖
あ
づ
け

四ツ合　　　藤田森エ門（79）
湯　川　　　小柳　ミヨ（91）
清水沢　　　坂爪　英臣（70）
山　田　　　西方　誠也（82）
羽生田　　　髙井　　馨（67）
中　店　　　皆木タツミ（95）
川船河　　　大関　　昭（71）
羽生田　　　山本　杉枝（100）
羽生田　　　番場　公士（57）
原ケ崎　　　山川　ハナ（88）
坂　田　　　菅家アヤ子（63）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

半
分
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
バ
ァ
見
て
よ
三
日
月
の
よ
う
３
才
孫
娘
が

働
へ
て
苦
勞
か
さ
ね
て
老
木
に
慈
の
心
を
若
木
も
何
れ

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
と
わ
ざ
の
書
に
目
を
し
て
違
い
知
る

今
聞
い
て
三
足
歩
る
い
て
も
う
忘
れ

無
駄
な
く
す
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た
消
費
税

天
か
け
る
友
が
い
ら
ん
だ
雪
の
花

明
暗
も
平
和
の
糧
に
ソ
チ
の
空

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

1／26～2／25届出分、
敬称略

下中村　　　坂上茉莉花（達彦・祐見子）

下中村　　　諸橋　花香（賢治・知美）

川船河　　　大竹　真緒（光泰・絢子）

曽　根　　　酒井　美侑（孝幸・美佳）

本田上　　　坪谷　琉宇（勇紀・成美）

坂　田　　　桑原由依子（和彦・さゆり）

川船河　　　田中　怜吏（孝・愛）

本田上　　　風間　達哉・千恵美（齋藤）
曽　根　　　酒井　　弥（増子）・彩
中　店　　　小栁　政行・桂（中村）
上　野　　　小菅　和人・沙耶（亀山）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

遺言・相続・成年後見の他、家庭内の悩み事など、

お気軽にご相談ください。

◇日時　3月28日（金）午後1時～4時

◆相談・問い合わせ：行政書士　

　たがみ行政手続事務所（善養寺・渡邊）　　☎57-3988

◇募集内容
　読者対象を満６歳以上12歳までの学齢児童とし、
　動物の虐待防止、動物の適正飼養、人と動物の
　ふれあい、人と動物との共生及び動物福祉・愛
　護等を扱ったもので未発表の作品であること。
◇募集期間　4月20日（日）※当日消印有効
◇応募資格
　プロ・アマ問わず、年齢15歳以上の者。ただし、
　過去の本賞における大賞受賞者は対象外。
◇応募規定
　①A4サイズ400字詰め原稿用紙を縦書きで使用
　　すること。総枚数は40枚以上60枚以内とする。
　②原稿は原則ワープロ原稿とする。その他、詳
　　細な規定はお問い合わせください。
◇応 募 先　〒107-0062
　東京都港区南青山1-1-1　新青山ビル西館23階
　公益財団法人　日本獣医師会
◆問い合わせ：
　公益財団法人 日本獣医師会　☎03-3475-1695

第26回 日本動物児童文学賞作品募集

◇日　時　3月22日（土）、29日（土）午後1時～5時

◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所

　行政書士　大塚義行　57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

自衛隊 予備自衛官補採用試験

遺言・相続・成年後見
無料電話相談会

◇日　時　3月22日（土）午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　「アルプスは晴れだ・・・みてね」

　　　　　「忍たま乱太郎・パート2」

　　　　　「ひなまつり」

　　　　　「ユヤン太の

　　　　　 おたんじょう日は

　　　　　 火事さわぎ」

◆問い合わせ：

　相田良夫　☎57-5086

第207回 16ミリ映写会

　平成26年度の『特定健康診査受診券』を４月中

にお送りします。

　全国健康保険協会（協会けんぽ）では、40歳か

ら74歳までのご家族を対象に特定健康診査（以下

「特定健診」）を実施しています。対象の方は、

市町村が実施する集団健診会場で受診することが

でき、基本的な健診のみの場合は、検診費用が無

料となります。

　お勤めされている方のご自宅へ、ご家族の『特

定健康診査受診券』（以下「受診券」）を４月中にお

送りしますので、特定健診を受診の際には、必ず

「受診券」「保険証」「自己負担金」（詳細な健診が必

要な場合）をご持参ください。なお、１月以降、

新たに協会けんぽに加入された方は、事前に協会

けんぽへ「受診券」の交付申請をお願いします。

※退職等により保険証が使用できなくなった場合

　は、「受診券」も使用できません。

※特定健診は、協会けんぽと契約している健診機

　関でも受診することができます。

◆問い合わせ：協会けんぽ新潟支部保険グループ

　　　　　　　　　　　　　　  ☎025-242-0264
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０
円
で
目
標
よ
り
多
く
の
資
金
が
集
め
ら
れ
た
。
（
田
上
町
史
よ
り
）

　
新
潟
県
は
資
本
金
賦
課
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
布
告
を
出
し
た
。

（
１
）
資
本
金
の
賦
課
は
区
内
の
中
等
戸
以
上
に
行
う
べ
き
こ
と
。

（
２
）
資
本
金
賦
課
に
当
た
っ
て
は
、
総
金
額
と
蓄
積
に
要
す
る
年
限
と
賦
課
季
節
を

　
　
　
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

　
こ
の
資
金
は
年
１
割
程
の
金
利
で
地
区
の
有
力
者
に
貸
し
出
し
元
金
が
減
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
。
田
上
村
で
は
目
標
を
超
え
た
が
、
他
所
で
は
、
募
金
が
集
ま
ら
な
い

で
困
窮
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
富
裕
者
に
限
ら
ず
多
く
の
村
民
を
学
務
委
員

が
訪
問
し
、
半
ば
強
制
的
に
集
め
た
。
中
に
は
警
察
官
も
同
道
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

と
か
。
そ
れ
で
も
目
標
額
に
達
し
な
い
所
も
あ
っ
た
。
賦
課
さ
れ
た
金
額
を
納
め
ら
れ

ず
、
そ
の
金
額
を
貸
し
出
し
た
と
し
て
、
取
り
た
て
る
利
息
に
相
応
す
る
分
を
毎
年
町

村
に
納
め
る
と
い
う
、
便
法
が
用
い
ら
れ
た
。

　
県
庁
か
ら
は
「
学
監
」
と
称
す
る
係
官
が
地
方
に
出
向
き
督
促
し
た
。
村
人
に
は
資

本
金
は
税
金
と
同
じ
よ
う
に
過
酷
な
取
り
た
て
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
近
く
で
は
大
相
撲
の
興
業
を
行
い
そ
の
利
益
金
で
納
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

町
の
遊
女
、
「
せ
い
」
「
み
せ
」
の
２
人
が
連
名
で
50
円
を
献
金
し
て
人
々
を
驚
か
せ

た
。
な
ど
の
逸
話
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
庁
は
「
書
面
ノ
願
ノ
趣
、
篤
志
奇

特
ノ
コ
ト
ト
シ
テ
聞
届
候
」
と
し
て
、
一
般
に
広
報
し
た
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
教
育
百
年
よ
り
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇応募資格　一般公募…18歳以上34歳未満の方
　　　　　　技能公募…18歳以上で、保有する技能
　　　　　　　　　　　に応じて53歳～55歳未満
◇受付期間　4月2日（水）まで
◇試験期日　〔一般・技能公募〕
　　　　　　　4月12日（土）高田駐屯地
　　　　　　　4月13日（日）新発田駐屯地
　　　　　　〔技能公募の一部〕
　　　　　　　4月11日（金）～15日（火）朝霧駐屯地
◆問い合わせ：自衛隊加茂地域事務所　☎52-5222
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ
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「旅立ちのとき」
～３月７日（金） 田上中学校卒業式～

「旅立ちのとき」
～３月７日（金） 田上中学校卒業式～

「旅立ちのとき」
～３月７日（金） 田上中学校卒業式～

「にんじん料理を楽しもう！！」「にんじん料理を楽しもう！！」「にんじん料理を楽しもう！！」

◆国民健康保険税12期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（2月28日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,099
± 0

12,583
－ 7

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

陽

　町では月２回携帯電話へのメール配信サービスを行っています。「届

かないな」という方は、携帯電話の設定をご確認ください。よくある原

因は、携帯電話の迷惑メールの設定をしている場合です。これによりメ

ールが受信できない場合があります。携帯電話の迷惑メール設定を解除

するか、ドメイン指定受信を設定してください。

　町からの行政情報を受け取る場合は「b.bme.jp」に、学校からの情報

を受け取る場合は「tagami.ed.jp」に設定してください。
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　今月は、「にんじん酢ジュース」と「簡単にんじんポタージュ」を紹介します。

「にんじん酢ジュース」はすりおろしのにんじんとりんごがそのまま飲め、お酢

もとれる飲み物で、寒い時は温めて飲むとホットな気分に！にんじんポタージュ

は、子ども達にもぜひ味わって欲しい、にんじん本来のやさしい甘味が特徴です。

３月号でにんじん料理は終了です。今まで紹介した料理だけでなく、様々なにん

じん料理にチャレンジしてみてください。

子どもの頃から早寝・早起きをし、
朝ごはんをしっかり食べましょう！

役場保健福祉課         57-6112

にんじん酢ジュース
簡単にんじんポタージュ

毎月19日は
「食育の日」

田上レンジャー
（田上町食育推進
キャラクター）

いつも身近にあ
るにんじんは健
康づくりを応援
しています。
　　うめこより

★にんじん酢ジュース

にんじん酢ジュース

にんじん…小1本（100ｇ）　　りんご…１/４個（70ｇ）

酢（穀物酢やりんご酢）…100㏄　　

氷砂糖又はグラニュー糖…100ｇ

作り方 ①容器に酢と氷砂糖を入れ、にんじんとりんごをすりおろ

　　し、混ぜる。

②フタ付きのビンやホウロウの容器に入れて1日置く。

　　（氷砂糖がとければ飲めます）

③飲む時は、よく混ぜた②をスプーン大さじ1杯にお湯

　　や水、炭酸水などで薄めて飲む。

　　※酢や氷砂糖の分量はお好みで加減して下さい。

【担当のコーナー】 3月は卒業の月です。中学校の卒業生たちは、仲間との別れに寂しさを感じているようでした。
4月は新しい出会いの季節です。中学校の思い出を大切に、次のステージでもがんばってください。
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材料
作りやすい分量

★簡単にんじんポタージュ

簡単にんじんポタージュ
にんじん…中2本（300ｇ）　　ご飯…１/２カップ（100ｇ）

牛乳…2カップ　　コンソメスープの素…小さじ1

塩・こしょう…少々

作り方 ①にんじんは薄切りにして、ご飯とともに鍋に入れ、かぶ

　　る位の水を加え、軟らかくなるまで煮る。

②①を煮汁ごとミキサーに入れて、なめらかにする。

③鍋に戻して牛乳を加えて混ぜながら煮る。コンソメ、

　　塩、こしょうを入れて味を整える。

材料
（4人分）

携帯電話へのメール配信サービス「最近町からの携帯電話へのメール配信が届かないぞ・・・」
思い当たる方は確認してみてください

毎月1日・16日は行政情報、 緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時

配信。また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに

空メールを送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。


